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春 夏 秋 久
、

高度欝職給人材の成長に期待

東芝プロセスソフ トウェア株式会社

常務取締役 中田 祐造

情報技術 の激変,技 術者 を取 りま く環境 の厳 しい

変化 に対応す るために,産 業構 造審議 会(通 商産業

省)か ら提言 された 「今後求め られる新情報化人材 と

その育成 カリキュラム」は,分 野の広 さと内容が豊富

であ り,21世 紀 に も企業が発展存続す るためには人

材育成がいかに重要であるかを再認識 させ られた。

私 は入社以来,プ ラ ン トやメカ トロ機 器の制御 を

主体 とす るコ ンピュー タの ソフ トウェア(OS,ミ

ドル,ア プリケー シ ョン)や 幾 らかのハ ー ドウェア

に携 わって きた関係上,従 来の情報処理技術者試験

は抽象的 なデー タを扱 う汎用 ・事務用 コンピュータ

主体 のプ ログラマや シス テムエ ンジニ アの育成 と,

その拡大であ る と感 じていた。(私 の偏見 か も?)

一方
,25年 ぶ りの全面改訂であ る新情 報処理技術

者試験 は,OS・ ミ ドルウェアなどの 開発分野,通

信 ・デー タベースな どの要素技術分野,物 理量 な ど

自然の世界 を扱 うな どのマ イクロコンピュー タ応用

システム分野,エ ン ドユーザ コンピューテ ィングな

どの利用技術 分野,人 材の育成等 々,多 くの分野 を

とり込み検 討 された総合育成体系 である。今後 はこ

の体系 を もとに企業や個 人が実践 し,成 長す るこ と

が求め られ る時期 に来た と考 え られ る。

プロに は資格

プロとして生 きるためには,第三者が認めるバックボー

ン技術として,高度情報処理技術者資格の取得は必要であ

り,技術力 を顧客が客観的に判断する材料 ともなる。

顧客のニーズは,優 れたシステムの企画や立案などの

問題解決型へ と移行 してお り,得意な技術 を持ってこそ

提案することもで き,また信頼 もされるプロの技術者と

な りうるのである。すなわち,実 現 したい ことを抽象化

した り具現化の方法がわかれば,い ずれの会社や顧客に

おいて もシステムの構築がで きる時代であ り,こ うした'

状況か らいっても情報処理の業界 においては,一層高度

な専 門知識や技術 をそなえた人材を必要 としている。

また,他 の国家資格 など(弁 護士,医 師,建 築士,

税理士,運 転士 など)は 有資格者のみがその職業 に携

われ,ま た,世 間で認 知 もされている。一方,制 定間

もない新試験の高度情報処理技術者資格が社会の中で

確固たる地位 を得 るためには,産 業界 の認識は もとよ

り技術者 自身が実践で活躍す ることが肝心 である。

複合技術 を持 つ

ダウンサイジングやオープ ン化の潮流 により,業界

標準技術が浸透 し,従 来 はコ ンピュー タハ ー ドウェ

ア,OS,ミ ドルウェア,ア プ リケーシ ョンが一体 と

なってシステムを構成 していた ものが,現 在 はそれぞ

れが独立 した商売 になる時代 であ る。したが って,良

い もの を組み合 わせ ることで,工 程が短 く,品 質が良

く,安 くシステムが作 れる環境 となってい るがゆえ

に,技 術者は良い もの を選定するための幅広い知識 と

複数の深い専門技術 を持 つ ことが求め られている。

既製 のソフ トウェアを活用す るには,性 能,拡 張

性,保 守性 など,十 分 な検討が必要であ る。ひ とた

び トラブルが発生すれば,解 析 に多大 な時 間を費や

す と同時 に,顧 客の信頼 を失 うことにな りかねない

などの問題 を含んでい る場 合がある。 また,技 術 は

理論 で裏付 け されていて こそ本物 であ り,過 去の経

験や作 法だけでは追従で きない程 に近年利用環境 は

高度 化 してい ることも認識す る必要がある。

ミ ドルエイジよ頑張 れ

昨今,景 気低迷の最 中,各 企業は生き残 りをかけてB

PRな どで体質改善 を図るべ く,コンピュータ化 を推進

している。それに伴いコンピュータを使用できない ミド

ルエイジが悪者扱いされている風潮が見受けられるが,

このような現象には,い ささか抵抗 を感 じている。なぜ

ならば,コ ンピュータはあ くまで手段 であって,む しろ

各企業が具体的な目的を明確に示 しているのか疑問もあ

る。目的さえ明確であればコンピュータを道具 として利

用することは簡単であるか らである。

日本 の戦後 を繁栄 させ た企業戦士である ミ ドルエ

イジのみな さんには,情 報化時代の よ き理解者であ

るとともに,i新 しい時代 の強力 な推進役 として,ご

活躍 をお願 い したい。

団塊 の世代 に生 まれた私(パ ソコ ンお じさん)か

ら 「頑張 れ」の声援 を送 る次 第である。
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北海道大学工学部教授

岸 浪 建 史

1.は じめに

これか らの情報化社 会の中では,情 報 こそが最 も

重要な資産になるとい うことはご存 じの とお りです。

かつ,大 変激 しい競争の 中で業界の リー ダー を目指

す競争 においては,情 報 システムの積極的利用が戦

略 的なキーテクノロジー とな ります。

さらに,近 年の コンピュータの ダウンサ イジ ング

に伴 う分散 コンピューテ ィングとい う新 しい ネッ ト

ワー クの時代 に入 ってお りますので,そ れに どの よ

うに対応 してい くかが大 きな課題 だろうと思います。

情報 ネッ トワー クは企業活動の活動 の コンカ レン

シー とグロー バル化 を可能 に し,そ の 中核 技術 は

データの共有化 を可能 とす るプ ロダク ト ・デー タ ・

マ ネジメン ト(PDM),す なわち,技 術情 報の統 合

とい うことが最大の技術 課題 となって きま した。

しか し,それ を可能にす るソフ トウェア技術が まだ

未熟であって,PDM実 現における最大の障害になっ

ているのが現在の状況ではないか と思 ってお ります。

2.STEPは 規格なのかアーキテクチ ャなのか?

最初 に,STEP(StandardfortheExchangeof

ProduCtmodel:ISO10303)は 規格 なのかアーキテ

クチ ャなのか とい う話 をさせ ていただきます。アー

キテ クチ ャとい うのは,シ ス テムの 目的の変化 に対

応 させ るための枠組み と考 えることがで きます。設

計者 とい うのは,シ ステムの拡大だ とか縮小,あ る

いは他の問題への応用 を容易 に実現 させるアーキテ

クチ ャを必要 としてい ます。STEPは 国際規格 と

して制定 されてい ますが,ア ーキテ クチ ャと しての

側面 を強 く持 っていると言えます。

一方 ,ス タンダー ド(規 格 または標準 といってか

まい ませ ん)は,そ の時点で,あ るアー トの状態 に

ある実装技術 の一貫性 を保証 させ るためだけではな

くて,多 分 に技術発展の ある時点での技術 の固定だ

と言 え ます 。いわゆる技術 のスナ ップシ ョッ トだと

い う言い方 を して もよろ しい と思い ます。

したが って,ア ーキテクチ ャ というの は自由 と拡

張性 を保証 してい るの に対 して,規 格 とい うのは,

どちらか とい うと安定性 と適合性 を目的 にした概念

であ る と考 え られ ます 。STEPは 二つ の側 面 を

持 っていて,特 にSTEPと い うのは,規 格 とい う

よりアー キテ クチ ャとしての側面 を強 く持 ったス タ

ンダー ドで,従 来 のス タンダー ドとの位置づ けは非

常 に大 きく違 っている ように見 えます。

また,STEP開 発 の特徴 は,技 術革新が急速 に

発展 している中で,従 来の トラデ ィシ ョナルな方法

論で規格 をつ くって行 ったのでは非常 に技術 的な混

乱が起 こって,そ れに よるデ メ リッ トが太 き過 ぎる

ため,規 格制定のプロセス を逆 にした点にあ ります。

この歴史的な経過 を逆 に して,将 来,製 品において

必要 な ものは何か を最初 に合意 し,そ れか ら実装技

術 を発展 させ る とい うような形で,ベ ンダーの リス

クを最小限 に抑 えて,ユ ーザ に不利益 にならない よ

うにしようとい うのが特徴 です 。

この ような考 え方 を,日 本 では 「先取 り型標準」と

いう言葉で述べ ている と思い ます。何か具体的な も

のか ら抽象 を行 うとい うことではな くて,最 初 に抽

象 化(規 格)を 考 えて,そ こか ら具体 的実装 を行 う

考 え方の中で,規 格制定がお こなわれるこ とが 「先

取 り型標準」 の特徴 と言 え ます。

・-2・ 一

3.形 式言語EXPRESSの 役割

さ て,STEPの 規 格 の 中 で 一 番 の 特 徴 は,

EXIPRESSと い う形式言語 を持 ってい ることです。
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図2産 業インフラの構造

STEP規 格書は,す べて形式言語EXPRESSで 記

述 され,自 然言語(英 語)は 規格書 の注釈 となってい

ます。EXPRESSと い うのはSTEP規 格書 を書 くた

めの言語 と考えて も結構 です。EXPRESSの 特徴 をソ

フ トウェア開発 におけ る応 用の観 点か ら説 明す るこ

ともで きます。図1は ソフ トウェア開発 にお ける従

来法 とEXPRESSを 用いた方法 を比較 した ものです。

従来法 においては開発仕様書 を自然言語 と図面で

表現 し,こ れ をプログ ラマ ーに渡 し,仕 様書の内容

を理解 し,計 算機言語 に翻訳 しソフ トウェアの 開発

が なされて きました。これ に対 してEXPRESSは あ

い まい さのない形式言語であ って,人 間が判読で き

るだけでな く計算機 に処理 させ るこ とがで きる情報

モデル化言語 と考 える ことが で きます。したが って,

ソフ トウェア開発 において,EXPRESSで 書かれた

仕様書 をEXPRESSト ランス レー ターで文法 チ ェッ

クがで きるだけでな く,必 要 な計算機実装言語 に変

換 で きる特徴が あ ります。

また,EXPRESSは 仕様 書の意味の解釈 を一意 に

制 限で きるため,仕 様書 を機械 的 にチェ ックす るこ

とを可能 としま した。また仕様 書の解釈 の一意性 は

仕様 のモジュール化 を実現 させ,別 な ソフ トウェア

開発 に利用で きることを可能 に しました。

4.産 業 インフラと してのSTEP

昨年 まで私 はSTEPは 産業 インフラだ と言 って

きました。我 々の生活 を支 える諸 々の仕掛 けの こ と

を イ ンフ ラ と呼 ば させ てい た だ き ます 。 さ らに,

図2に 示す ようにイ ンフラとい うのは極 めて階層的

であって,例 えばOSIは 情報 を伝達するたあの イン

フラと考えることがで き,最 上位置 を支える下位層 は

その インフラと考 えることがで きます。車 で考えてみ

る と,そ の インフラは道路 と考える ことがで きます。

車 を利用す る とい うことは,道 路が きちんと整備

されている時 に意味があ って,そ の時 に車 はその機

能 をきちん と果 たす ことがで きるわけです。そ うい

う意味で言 うと,あ らゆる活動 を行 うときに,そ れ を

支 えるインフラが必要 とな ります。すなわち,産 業あ

るいは企業活動 を支 え るイ ンフ ラが必要 なわ けで,

企業 とは単独で存在 しているわ けではないのです。

STEP開 発 とは車のためのイ ンフラであ る道路

をつ くるの と同 じような もので,産 業活動 に特有 な

道路 を作 る状況 に近い と言 えます(図3参 照)。

例 えば,図 面デー タ交換標準 と してIGESが あ

ります。 これは道路 で言 えば細い道に相 当 し,図 面

デー タの搬送 を目的 とした ものです。一方,STEP

は種々の産業 に必要 な製品モデル を走 らせ るハ イウ

エイ としての産業 インフラと考えることがで きます。

このSTEPハ イウエ イにアメ リカは何 を流 した
プ

いか とい うと,航 空宇宙産業 をまず第一 に考 えてい

るのです。 ドイツは自動車産業 のための製品モデル

を流 したい と考 えてい ます。'このハ イウエ イの設計

と構築 に貢献す るこ とが,世 界 の産業 リーダーとな

るため に絶対的 に必要で ある と考 えてお ります。日

本 は自動車産業界 が ドイツと一緒 になって この 自動

車産業用道路の建設 に参加 してお ります。

ところが,家 電 だとか オーデ ィオとい うの は,物 が

小 さい だけに製品の設計 と開発 に国際協力す る必要

性が ないのか もしれ ませ ん。それゆえに,日 本 という

のはあ まりSTEPが 進 んでないのか もしれませ ん。
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図3産 業インフラとしてのSTEP

5.STEPと 機 能構造

さて,STEPの 目的ですが,製 品情報モ デルの

定義 をあい まい さのない方法表現する ことと,そ の

情報 を交換す ることである と言 うことが きます。

それでは,こ れ を行 うために情報 システム とい う

ものは,一 体 どういう特性 を持 たなければいけない

のか,必 要な6項 目をあげてお きます。

1番 目は,デ ー タ共有 化の ための デー タベ ース,

またはモデル ・ベース ・システム は個々の要素の定

義 のみで はな くて,あ いまい な利 用 を避 け るために,

複 雑 な要素 間の関係 を定義 しなければい けませ ん。

す なわち,要 素の定義 と要 素間の定義が で きる仕掛

けが なければいけない とい うことです。

2番 目は,あ るコンテキス トの もとで製品 を定義

したい とい うときに,そ れ に必要な共通 的な素材 を

我 々は用意 しなければいけませ ん。いわゆ る抽象共

通要 素の必要性です。

3番 目に製 品 の デー タ交換,あ るい はデ ー タ ・

アーカイブイングのための ファイル構造 を定義 しな

ければいけませ ん。

4番 目は,シ ステ ムの メモ リ特性,あ るい はソフ

トウェアの特性 か らアプ リケーシ ョンを分離す る手

法 を確 立 しな ければい け ませ ん。 こうす る ことに

よってデー タの ポー タビリテ ィ(移 植性)を 高め る

こ とがで きるの です。

5番 目は,我 々が問題 を,あ る領域 に限定 したい

とい うことがあ ります。問題 をバ ウン ドし,よ り管

理 しやすい領域で分割 する戦略 を維持す る方法が な

ければいけ ませ ん。

6番 目は,結 果の信 頼性 を保証す る試験 方法 を確

立 しておか なけれ ばいけ ません。

これに対 して,STEPは,す べて その条件 を満

たす ように構造化 されてい ます 。

1番 目の要求 に対 して:EXPRESSと い う実装 か

ら独立 したモデル化言語が用意 されてい ます。この

言葉は要素のあいまい さの ない定義 と要素間の関係

を完全 に記述で きる形式言 語です。

2番 目は,相 互 に組み合 わせ るこ とので きる抽象

リ ソー スモ デル。 い わ ゆる イ ンチ プ レー テ ッ ド ・

ジェネリ ック ・リソース と言われ る抽象 共通要 素が

定義 され てい ます。

3番 目に:デ ー タ交換 のためのフ ァイル交換規格

が用意 されてい ます。

4番 目 に,デ ー タの プ ロ グラ ミン グ ・イ ン タ

フェース と してのSDAI(TheSTEPDataAccess

Interface)が 用意 されてい ます。

5番 目 に,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ トコ ー ル

(AP)と い う概念 を導入 し,あ る意図の もとに共通

要素 に制限 を加え応用 において使 える ように してお

きます。あ るいは管理で きるようにしようとい う仕

掛 けが用意 されてい ます 。

6番 目に,そ のAPの テス ト方法,試 験 方法等が

用意 されてい ます。

これが現在の情報 システムの要求に対す るSTEP

の対応です。

STEPに は二 つ の 重 要 な言 語 が あ ります 。

EXPRESS情 …報モデル化言語,そ れか らSDAI,

いわゆ るア プ リケ ーシ ョン ・プ ログラム ・イ ンタ

フェースみ たいな ものです 。

EXPRESSは 複雑 なデー タ構造の定義 とエ ン ド

ユ ーザ,す なわち我 々ユ ーザがそれを拡張で きる可

能性 を与 えてお ります 。

SDAIは,基 本的 には,デ ー タの格納形式 に独

立 にデー タベースにア クセスするための アーキテク

チ ャで ある と考え られ ます。
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6.STEPと 技術 データ統合

最近話題 になっているCALSに して も,STEP

に して も,何 を問 題 に して い たの か を考 え る と,

デー タの統 合 とい う ところ に行 き着 くわ けですが,

この ことに個 々の企業の皆 さん方 は多分大 きい興味

を持 ってお られるだろ うと思 います。

デー タ統 合 につ きましては,つ ぎの1番 か ら5番

までいろいろな観点でデー タ統 合 に対 する要 求事項

があ ります。

① ビジネスは,そ の ビジネスプロセスの応答 の速

さを改善 しなければな らない。それ を行 うには,

情報 シス テム に置 き換 えなければな らない とい

うパラ ドックスがあ る。

② コンピュー タ ・パ ワー,ネ ッ トワー ク環境,記

憶容量が飛躍的 に増大す る状況 において,情 報

システムは環境 の変 化に対応 で きるよ うに再設

計 が容易で なければな らない。

③重複 を避 け,完 全 に理解 で きる自動化 プロセス,

最新の ツールの支援 を可能 とす る もので なけれ

ばな らない。

④情報 システムの実装 戦略 において,異 な った ビ

ジネス,異 なった市場そ して地球上の どこで も

多 くのユ ーザ を支援 で きる もので なければ なら

ない。

⑤製 品お よびプロセスの高度 な完全性 は,デ ー タ

の共有 において実現 で きる。

⑥以上の要求事項を満たす ことで,重 複は回避 され,

無駄な活動 をな くす ことがで きる。

デー タ統合の問題は ビジネス ・データ ・統合 と,技

術・デー タ・統合とい う二つに分けさせていただきます。

ビジネス ・デー タ ・統 合 とい うのは,ご く普通の

我 々が考 えるデー タベースです。人的資源 を管理す

るシステム,あ るいは素材 を管理す る,顧 客 を支援

す る,そ の ようなデー タベースのこ とです。

技術 データ ・統合の例 が最近話題 になってい ます。

STEPは,技 術 デー タ統合 に主眼 を置いた技術で

す。いわゆる統合製品開発 といい ましょうか,あ るい

は計算機統合生産 システ ム,技 術文書 システム,そ う

いった領域 でのデー タ ・イ ンテグレーシ ョンです。

ビジネス ・データ ・統 合は生 産性 の向上,あ るい

は完全性 の改善,保 守費用 の削減の ための方法 と し

て成功 をお さめつつ あ ります。

一方
,技 術 デー タ統 合は,い わゆ る単－CADベ

ンダーによる支配以外 に,ほ とんど成功 していない

のが現状で はないか と思い ます。

ただ,単 一 のベ ンダー による支配 には種 々の問題

点が ある とい うことで,世 界的 な流 れはマルチベ ン

ダー統合が課題 です。

なぜ ビジ ネスデー タの統合が うま くいったのか と

い うことを少 し考 えてみ ます。 ビジネス ・デー タ統

合が なぜ 成功 したか を理解 し,そ れ を技術 ・デー タ・

統合 にどうや って反 映させれば よいか とい うこ とを

考 えてみ ます。

最初 に,ビ ジネス ・デー タ ・統合 は一体 どうや っ

て うま く統 合 して い ったの か を見 て み ま しょう。

図4に 示す4GL(フ ォース ・ジェネレー シ ョン・ラ

High

e㍑ 曙ts㌶ ㍑t
mpl・m・…ti・・

記述言語の位置づけ

図4デ ー タ統 合 の た め の プ ロ セ ス とツ ー ル群 の位 置 づ け'、 、
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ングエージ)で すが,こ の言語 とい うの は,ニ ーズ

の分析,要 求事項 を 自然言語の英語 に近い形で記述

す ることがで きます。かつ,そ れが形式 的に ドキュ

メン ト化 され,さ らに実装 言語 のCOBOLと い う英

語 に近 い言語 に容易 に変換で きる ことにあ ります。

す なわち,ニ ーズの分析,要 求事項 を形式 的に書 い

て,そ れ をコンセプシ ャルなモ デルに落 として,そ

して実装型 に落 とす とい う一貫 した方法 が ビジ ネ

ス ・デー タ ・統 合の中で行 われている ことに注 目 し

なければな りませ ん。

そ こで は比較 的低 い レベ ルで 一貫 性 を持 って,

ニーズ分析 か ら実装型 まで一連の流れで作 業で きた

ことが,多 分 ビジネス ・デー タ ・インテ グレーシ ョ

ンを成功 させた と考 え られます。

一方 ,STEPだ とかCALSが 扱 う技術デー タ

とい うのは一体何が問題 なのか ということにな りま

す。 まず,デ ー タ構造が複雑 だ とい うこ と,あ る技

術分野 である一つの特定の数値 に して も特別 な意味

を持 っている,あ るいは特別な 目的で処理 されてい

る ということがあげ られます。次 に,エ ン ドユ ーザ

はその技術のスキル と詳細 な理解 を持 たなければそ

の情報 を解釈で きません。それか ら応用 にお けるア

ルゴ リズムが非常 に複雑であ るとい うことと,ま た

デー タの構造 とアルゴリズムが密接 に関係 づけ られ

てい ます。すなわち,デ ー タとアル ゴリズムを分離

で きない とい うこ とがあげ られ ます 。

技術 デー タの統合においては,デ ー タが特定分野

と強 く結 びついてい るため に,ビ ジ ネスデー タで成

功 したような第4世 代言語(4GL)と 同様 なツー

ルが現在 まだ開発 に成功 してい ない とい うことが最

大の問題 と考 え られます。

次 に,STEPと オブジェク ト・オ リエ ンテ ッ ド

の物 の考え方 について少 し話 をさせていただ きます。

システム開発 コス トの比較 とい うこ とがあ って,従

来方法 でシステムを開発 してい くと,シ ステムの統

合の数 をどん どん大 きくす るとコス トがエ クスポネ

ンシ ャルに上が ってい きます。これを回避するため

にはどうすればいいか とい うと,物 の本 には,オ ブ

ジェク ト・オリエ ンテ ッ ドのシステム を使 うとうま

くい くはず だ と盛 んに言 ってい ます。本当か どうか

わか りませんけれ ども,一応 これを信 じた とします。

STEPが オブジェク ト ・オ リエ ンテ ッ ドだ とい

い始めたのは,つ い最近 だろ うと思 い ます。1985年

にお いてSTEPと い う方法論 を導 入 した と きに,

オブジェク ト・オ リエ ンテ ッ ドとい う言葉 は,も し

かす るとあったか もしれ ませ んけれ ども,STEPは

それ を完全 に意識 していた とは思 え ませ ん。 ただ,

偶然 に も,本 当 に幸運 にも,結 果か ら言 う とSTEP

はそ うい う方法論 を何 とな く使 っていた とい うこ と

です。

EXPRESSが,オ ブジェク ト言語 に近い とい う言

い方 をす る場合が あ ります。STEPと い うの は完

全 なオブジ ェク ト指 向の方法論 で はないのですが,

デー タを定義す る ときに,そ うい うや り方 を導入 し

てい きま した。当時 として は極めて先進的 だったの

だろ うと思い ます。そのEXPRESSと い うもの は,

どうい う利 点があるのか とい うこ とを考 えてみ ます

と,EXPRESSの 構造 はデー タ要素,あ るい はオブ

ジ ェク トに付随す る情報で単純 な情報 を導 出す るこ

とを可能 と し,デ ー タのあい まい さと冗長性 を回避

で きます。それか ら,EXPRESSモ デルはマニュア

ル を参照す る ことな しに,オ ブジェク ト ・オ リエ ン

テ ッ ド・デー タベース ・マ ネジメ ン ト・システムの

DDL(デ ー タ ・デ フイニ シ ョン ・ラングエージ)に

変換 す ることがで き,複 雑 なデー タ統合 に対 して実

装上 の大 きな利点 になってい ます。それか ら,基 本

的 にはオブジェ ク ト ・オ リエ ンテ ッ ド ・コンス トラ

ク ト,要 す るにデー タの構造 を記述す る機能を持 っ

てお りますので,一 般 的な意味で オブジェク ト・オ

リエ ンテ ッ ドなデー タモデ リ ングで あ って,こ の

デー タ構造 を用 い る と階層 的,ネ ッ トワー ク,リ

レーシ ョナル ・デー タモデル をサ ポー トで きる とい

うことにな ります。

一方
,EXPRESSの 欠点 について考 えてみます と,

EXPRESSの 最大 の問題点 は,EXPRESSを 使 って

も,① プログラミング能力の最小化 になる,② 複雑

なデ ータのいんぺ いがで きる,② 実装環境下での ク

ライアン トの作用 を支援す る方法が提供で きる,と

い った ことがで きないのです。

さらに,ビ ヘイ ビアだ とかオペ レーシ ョンとい う

ことを,こ のEXPRESSは 定義するこ とはで きませ

ん。このことは,ダ イナ ミックなシステム,自 律 的

なシステム をサポー トで きな く基本的にEXPRESS

は,ス タテ ィックなモデ リング ・ラングエージであ
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る ということです。

さらに,EXPRESSは 実行言語ではあ りませ んか

ら,実 行 モデル を記述 で きませ ん。だか らデー タを

操作す るDML(デ ー タ ・マニ ピュ レーシ ョン ・ラ

ングエ ージ)で もない し,あ るい はクエ リー言語 を

持 って もい ませ ん。そのため に,こ の機能 をSDAI

という もの に持たせてい ます。この ようなことが欠

点 としてあげ られ ます。

さらに,現 在のSTEPの 開発方法論 はSTEP/

EXPRESSと い う枠組 みで現在,技 術 デー タの統 合

化 を進 めてい るわけです。私 どもの研 究室 もや って

います。い ろいろ な企業で もおや りにな ってい ると

思 い ます け れ ど も,さ きほ ど言 い ま した よ うに,

ニーズの分析 ,要 求事項 をい かにモデル化す るか。

そ してそれ をコンセプシ ャル・モ デルに結びつ けて,

実装 型 に も結 びつ ける とい う全体 にわた る構造 化

手 法 を持 って い ませ ん。 これが現 在 のSTEP/

EXPRESS技 術 の最 も大 きな問題点 です。

したが って,そ れ をそ うで きる ようにSTEPを

拡張 しようとい うのがステ ップ ・セカン ド・リリー

スの役割 にな ります 。現状 のSTEPコ ミュニテ ィ

は,ど うして もアメ リカ主導ですので,ア プ リケー

シ ョンレベルではIDEFフ ァミリー とい う言語 を

利用す るのですが,こ れは近代 ビジネスのフローの

意味 を完全 には表現 で きない。 ヨー ロ ッパ は ヨー

ロ ッパ文化 に根づ いているが ゆえに,NIAMを 今

で も使 うのですが同様 の問題があ ります。

2番 目は,オ ブジェク ト・オリエ ンテ ッ ド・メソ ッ

ドも利点 はあ りますが欠点 もあ ります。それ をベ ー

スに して情報 のいんぺい化 というんで しょうか,全

体 システム設計 の中で果たすオブジェク トの役割 を

完全 に定義す る以前 に,そ の試作 と並行 開発 を許す

もので なければな りませ ん。すなわち,最 初 か ら完

全 なものはで きないわけです か ら,あ る段階,段 階

ご とにコンセ プシ ャルなモデルをつ くってみて,う

ま くい った次 に実装型 でやってみ ましょう。その中

で もい ろいろな レベ ルがあ ります。そ うい うことを

許す ような方法論 でなけれ ばい けません。

そ して,STEPで 用 い られ てい るアクテ ィビ

テ ィモ デル,日 本語 では活動 モデル と訳 してい ると

思 い ます。 インフォメー シ ョンモデル,そ れか らイ

ンプ レメ ンテーシ ョンモデ ルのセマ ンテ ィックの観

点 か らの一貫性 の欠如が システムの要求事項,概 念

モデル,実 装モ デルへ の意味の伝達 を不可能 に して

いる とい うか,困 難 に している と言 って よろ しい と

思 います。この こ とがAP開 発 の遅れ を生 じさせて

いるこ ととな ります。

7.ま とめ

最後 に,STEPス タンダー ドの将来方向ですが,

STEPは 今,確 か に分 岐 点 にあ る と思 い ます 。

STEPは 何 に対 して貢献 したのか とい うと,実 を

いうとIGESを よ りよ くす るために貢献 し,最 新

版 を完 成 させ ま した。 しか し,そ れ は何 も本 来の

STEPの 役割で はない わけで して,生 産活動 に本

当 に利 用 されるためにアーキテクチ ャを市場 の方向

と一致 させ なければいけ ませ ん。

2番 目は,偶 然 に も,STEPは 計画が 開始 され

た ときは先進 的過 ぎるほどの方法論 をとり過 ぎた と

い うこ とです。しか し,残 念なが ら,も ともとCAD

デー タ交換 を意識 しなが ら,ソ リッ ドモデル をその

中に共有化す ることな しにはSTEPと い うのは成

功 しないのですが,ソ リッ ドモ デルの交換 の方法等

については,ま だ十分 な努力が なされ てい ない とい

うことが言 え ます 。

それか ら,現 在 のSTEPの 開発方法論 をやって

い くと,過 去 の適 当でない方法 を伴 った規 格 とツー

ル を生 み出すに しか過 ぎませ ん。

STEPか ら利益 を受 ける企業は,そ の規 格に対

して積 極的 に貢献すべ きだ とい うζ とであ ります 。

STEPを 多 くの企業 に利益 となるような規格 にす

べ きであ ると思い ます。STEPは いろいろな欠点

を持 ってお ります けれ ども,'そ の将来に対 して決 し

て ヨー ロッパは諦め ている わけではあ りませ ん し,

アメリカもまた,そ れ を進 めている状況です。問題

点があるがゆえに,問 題点 を解決 しなが ら,よ りよ

い ものにつ くっていこ うとい うのが現在 のSTEP

の段 階ではないか と思 い ます。
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情報化月間は,情 報化社会の健全な発展を進めて

い くために,広 く国民各層 に情報化に対する正 しい

認識と理解を深めることを目的に関係9省 庁(総 務

庁,経 済企画庁,科 学技術庁,大 蔵省,文 部省,通

商産業省,運 輸省,郵 政省および平成6年 度から自

治省が参加)に よる政府行事として,毎 年10月 に行

われています。昭和47年 に10月 第1週 を 「情報化週

間」と定め発足 しましたが,昭 和57年 からは10月 を

「情報化月間」 と改め,本 年度で24回 目を迎えまし

た。

10月 を中心に全国各地で,関 係省庁,地 方自治体,

関係諸団体等により様々な行事が開催 されました。

その冒頭を飾る行事 として,10月2日(月)にr情

報化月間記念式典」が情報化月間推進会議(議 長:井

川 博 財団法人日本情報処理開発協会会長)の 主催

により,東京全日空ホテルにおいて挙行 されました。

記念式典は,井 川議長の式辞に始まり,加 藤通商

産業政務次官をは じめ,関 係省庁の政務次官 ・事務

次官が各大臣の代理 として列席 され,ご 挨拶があり

ました。ひきつづ き情報化の促進に多大の貢献が

あった個人,企 業等の皆 さんへの各大臣表彰と優秀

情報処理システムへの情報化月間推進会議議長表彰

がそれぞれ行われました。また,今 年度から専門学

校生を対象に加えた 「全国高校生 ・専門学校生プロ

グラミングコンテス ト」に入選された方々に対 して,

通商産業大臣から表彰が行われました。

また,当 日は記念式典併設の行事 として

①情報処理振興事業協会の主催により,IPAア

ドバンス ト・プログラム'95「21世 紀に向けた

情報基盤整備の先駆的展開」をテーマに記念講

演,情 報基盤セ ンター,マ ルチメディア研究セ

ンター紹介のデモンス トレーション

②財団法人日本情報処理開発協会の主催により,

「全国高校生・専門学校生プログラミングコンテ

ス ト入選作品」および 「受賞優秀情報処理シス

テム」の展示 ・デモンス トレーションならびに

ハー ドウェアベンダー,ソ フ トウェアベ ンダー

等59社 の出展による最新情報処理システムの展

示会

がそれぞれ開催 され,多 数の来場者を集め,熱 心に

聴講される受講者や展示 ・デモを見学 される人々で

盛況な催 し物 となりました。

なお,記 念式典後情報化月間の開始を祝 し,情 報

産業関係団体の主催による記念パーティが催され,

主催者を代表 して井川情報化月間推進会議議長のご

挨拶および加藤通商産業政務次官よる乾杯の音頭な

らびに来賓 として小渕恵三自由民主党情報産業振興

議員連盟会長 と松田岩夫新進党情報産業振興議員連

盟事務局長からそれぞれご丁重なご挨拶を頂 きまし

た。記念パーティは,関 係各方面からの多数の参加

者をは じめ,記 念式典 において表彰 を受けられた

方々も加わり,な ごやかな懇親の場となりました。
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式典会場風景 井川 博 情報化月間推進会議 議長の式辞

加藤紀文通商産業政務次官の挨拶 受賞者代表の挨拶(戸 田保一氏)
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1.平 成7年 度情報化促進貢献個人
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情報化促進貢献個人の表彰風景

通商産業大臣表彰

氏 名 所 属 業 績

江村 潤朗
(株)イ ー ・エ ス ・イ ー総 研

代 表取 締 役(56)

(財)日本情報処理開発協会中央情報教育研究所の技術顧問として我が国の

情報化人材の質的量的向上に貢献するとともに,学 会活動等を通 じて我が国

の情報処理教育の普及 ・啓発に尽力しその基盤確立に多大な貢献をした。

川島 正夫
ピー ・シ ー ・エ ー(株)

代 表取 締 役 社長(60)

(社)日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会の役員を永年歴任 し税

務問題小委員会等の委員長 として情報処理企業の体質の強化,ソ フ トウェア

の普及啓発,福 利厚生の向上等に著 しく貢献 した。

佐々木 敏
日本電子計算機(株)

相談役(74)

我が国最大のコンピュータ賃貸会社である日本電子計算機(株)の 最高責任

者として卓抜な指導力を発揮 し,ハ ー ド・ソフトの提供を通 じユーザ ・メー

カ双方にメリットをもたらし我が国の情報化に多大な貢献をした。

戸田 保一
(株)CSK

常勤監査役(65)

(社)情報サービス産業協会の役員活動に精励 し業界の活性化に優れた指導

力を発揮するとともに,工 技院 日本工業標準調査事業部会委員等数々の公職

を務める等,我 が国の高度情報化に多大な貢献をした。
▲

西之園晴夫
鳴門教育大学

教授(59)

(財)コ ンピュータ教育開発センター設立以来評議員として協会の地位向上

に寄与するとともに,教 育者として永年蓄積 された研究成果を広 く普及 ・啓

発に努める等情報化促進に多大な貢献をした。

橋田久仁雄
郵船情報開発(株)

取締役相談役(65)

(社)情報サービス産業協会の設立に寄与するとともにアジア・オセアニア・

コンピューティング ・インダス トリー ・オーガニゼ÷ション(ASOCIO)及 び世

界情報産業機構の発足に尽力 し我が国の情報サービス産業及び協会の国際化

に多大な貢献をした。

宮崎 和郎

ア ン ダー セ ン コ ンサ ル テ ィ

ング

パ ー トナ ー(55)

(社)日本情報システム・ユーザー協会活動の中心的役割 を常 に果たし,ユー

ザーの人材育成に尽力するとともに経営実務教育の普及 ・啓発活動をとお し

て,産 業の高度情報化の促進に多大な貢献をした。

吉村 益次
(社)大分県地域経済情報セ

ンター 理事長(71)

(社)大分県地域経済情報センター理事長,(財)大 分県地域振興財団付属大

分県人材育成センター所長として県内中小企業への情報化指導,豊 の国情報

ネットワーク,ニ ューコアラ等の情報システムの運用管理等を通 じて地域の
、

情 報 化 に貢 献 した。 、、
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総務庁長官表彰

氏 名 所 属 業 績

山中 義昭
(株)エム ・ワイ ・エス研究

所 代表取締役(63)

総務庁の情報システム統一研修において,数 多くの研修 コースの講師を長

期にわたって勤め,各 省庁の情報システム関係職員の知識,技 術の向上に尽

力する等行政情報化の推進に多大の貢献をした。

運輸大臣表彰

氏 名 所 属 業 績

圓川 隆夫
東京工業大学工学部教授

(45)

物流EDI研 究会において3ヶ 年にわたり 「港湾物流情報ネットワーク作

業部会長」を務め,港 湾物流のEDI化 方策を提言するなど物流業の効率化

を図るための情報化の推進に多大な貢献 をした。

郵政大臣表彰

氏 名 所 属 業 績

西野 鷹志
函館山ロープウエイ(株)

代表取締役社長(53)

地域に密着 した情報を提供するコミュニティ放送についての事業化に努め,

全国で初めてのコミュニティ放送を行う放送局を開設 し,広 く国民にコミュ
ニテ ィ放送に対する関心を高め,普 及 ・啓発等情報化の推進に顕著な貢献を

した。

下田 忠雄
(株)田無 タワー

代表取締役社長(67)

民活法特定施設の多 目的電波利用基盤施設の認定を受け,無 線通信業務施

設と研修並びに展示施設等の共同利用施設を整備 し,地 域住民が電気通信シ

ステムに慣れ親 しむ場を提供する等,電 気通信システムの地域社会への定着

に貢献 した。

安田 浩
日本電信電話(株)理 事

情報通信研究所長(51)

ディジタル動画符号(MPEG-2)の 実現に多大の貢献をした。本国際標準方式

の実現によ呪 高品質な動画像を高効率に圧縮可能とし,通 信 ・放送 ・蓄積

に共通な符号化標準方式が得 られ,種 々のマルチメディアサービスの展開を

促進 した。
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2.平 成7年 度情報化促進貢献企業等

<鱒 二 ∵w警 〔l
r.・'・ 二'・

'∵ へ ㌔

き 遥 嘩

1警ぎ ξ× ↓tiば
夢rr罪

ーー

転

轍嚇
醤

】

く

℃

～

奪

' 璽

軽 矯奪鳶
/㌻

、)

s

情報化促進貢献企業等の表彰風景

通商産業大臣表彰

企業等の名称 代 表 者 業 績

(株)ア ル ゴ テ ク ノス21
代表取締役社長

佐藤 雄二朗

(社)情 報 サ ー ビス 産 業協 会 の 各種 事 業 へ の 参 画 を通 じ,業 界 の 基 盤 整 備 に

寄 与 す る と と もに,ソ フ ト ・ハ ー ドウ ェ ア開 発,ソ フ トパ ッケ ー ジ開発 販 売 ,

第三 者 保 守 ま で を カバ ーす る 「トー タル シ ス テ ム イ ンテ グ レー タ」 企 業 と し

て業 界 の発 展 に多 大 な貢 献 を した。

(株)ア イエ ッ クス
代表取締役社長

安藤 多喜夫

(社)情報サービス産業協会の設立に寄与するとともに,法 制化委員会活動

等を通 じ,業 界の基盤確立に尽力 した他,セ ミナー事業等への積極的参画,
特にアジア諸国との交流等による業界の質的向上及び国際化に貢献 した。

コク ヨ(株)
代表取締役社長

黒田 章裕

我が国の情報化の先導的立場に立ち,幅 広 く社内の情報化を進め,革 新的

CIM化 の実現,統 合物流情報システムの充実に努め,社 内情報ネットワー

クを積極的に推進 し,今 後の企業の情報活用環境構築の模範 としての役割を

果たした。

九電工務オンラインシ

ステム保守グループ

東芝エ ンジニアリング

(株)

グループ代表

石隈 保

九州全域にわたる九州電力各事業所を運用 している工務オンラインシステ

ム,給 電情報システムの保守業務を担当し,電 力の安定供給を支援するシス
テムの長期に亘る円滑な運用の推進に寄与 し地域の情報化に貢献 した。

ジャスコ(株) 代表取締役社長
二木 英徳

通信衛星を利用した大規模 ネットワークの構築や商品管理システムをクラ
`

イアント/サ ーバーシステムで構築するとともに積極的にアウ トソーシング

を行うなど大規模なシステム化に取 り組み流通業界の発展及び情報化促進に

多大な貢献をした。

中小企業金融公庫
総裁

角谷 正彦

「営業店情報システム」を構築 し,全 国の営業店に展開することによりB

PRの 実現を目指す市中金融機関に対 しクライアントサーバーシステム,分
散DBを 有効に適用する先駆的な役割を果たす等情報化の推進に多大な貢献

をした。

明治生命保険相互会社
代表取締役社長

波多 健治郎

基幹業務にオンラインによる 「イメージ処理システム」を構築 し我が国の

保険業務の効率化に先駆的な役割を果たすととも」こ,'数々の先進的な情報シ

ステム化を行い保険業界における情報化の推進に太 きぐ貢献 した。
-

一13一



運輸大臣表彰

企業等の名称 代 表 者 業 績

(社)日本観光協会
会長

石月 昭二

観 光 資 源,宿 泊 施 設,祭 り ・イベ ン ト,花 見 ・紅 葉,ス キ ー場 の積 雪 等 の

全 国 各 地 の種 々 の観 光情 報 を デ ー タベ ー ス 化 し,パ ソ コ ンネ ッ トワー クに情

報 を提 供 す る こ とに よ り観光 分 野 で の情 報 化 に寄 与 した 。

鉄道情報システム(株)
代表取締役社長

林 宏之

物流EDI研 究会の国内物流EDI標 準作業部会事務局として,国 内貨物

輸送分野におけるEDIの 標準化 とその普及啓蒙活動に力を注 ぐなど,我 が

国の物流業におけるEDI導 入基盤の確立に貢献 した。

郵政大臣表彰

企業等の名称 代 表 者 業 績

新世代通信網実験協議

会

会長

小林 庄一郎

B-ISDNの 利用研究 ・実験に取 り組み,真 に豊かな高度情報通信社会に必須

な新たなアプリケーシ ョンの開発,実 用化実験を行い,B-ISDNの 社会的実用

性の実証,普 及啓発に著 しい成果を上げ,国 民生活の向上に貢献 した。

(財)白鷹町アルカディ

ア財団

理事長

野村 一芳

パソコン通信を活用 し,翻 訳やデザインなど都市型 ビジネスを地方で も可

能とする 「テレワーク事業」 として翻訳サービスを開始するなど地域の活性

化,情 報化に貢献 した。

大阪大学大型計算機セ

ンター

センター長

宮原 秀夫

運用基幹ネットワークにATM(非 同期転送方式)を 採用 した世界でも類

をみない大規模実用ネットワークを整備 し,今 後のネットワークシステムに

大 きな影響を与える等情報化の促進に貢献 した。
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優秀情報処理システムの表彰風景 受賞情報処理システムの展示風景

情報化月間推進会議議長表彰

システムの名称 表 彰 理 由

[光 ・カ ラー フ ァイ リン グシ ステ ム]

シ ステ ム クォ リテ ィ(株)

従来専用の電子ファイリングシステムで しか実行できなかった処理 をパソコンペースでカラー画

像 も含めてファイ リングできるように してお り,企 業や団体のペーパー レス化と情報の有効利用 に

貢献 した。

[医療品 ・医用材料管理 システム 「管理名人」]

川鉄情報システム(株)

一般企業と同様 にコス ト削減が不可欠な問題とな
っている病院経営において,コ ス ト面で高い比

率 を占める薬品診療材料等の効率的管理を可能とし,医 療分野における情報化に広 く貢献 した。

有限要素法による熱処理 シミュレーション 「田熱R●」

(株)CRC総 合研究所

従来,熟 練工の経験 と勘に頼 っていた最適な熱処理方法を,本 システムでシミュレーションする
ことにより決定でき,品 質確保の向上 とともに,海 外への輸出を通 じ我が国の科学技術 ソフ トの発
展に貢献 した。

[マ ルチ メ デ ィアボ ックス]

(株)メ ルコ

旧来の拡張性の無いノー トブック型パソコンに容易に多種のマルチメデ ィア機能を付加す ること

が可能 とな り,パーソナルユーザのためのマルチメディアの普及促進に寄与 した。

[LANベ ンチ ャー ・ス ター トア ップ]

ラ ンセ プ ト(株)

財務会計,販 売管理や在庫管理のためのアプリケーションソフ トを効率的 な流れに沿ってつなぎ

業務の効率化を図 り,ま た,パ ソコンのみで容易にシステムを構築できる等,ベ ンチャー企業の発展
に寄与 した。

[東京大学医学部附属病院情報 システム]
東京大学医学部附属病院中央医療情報部

本 システムは呼び出しカー ドや案内票,処 方箋の出力等,患 者サービスの向上を図 り,次 世代の
病院情報システム,特 に分散処理 システムのための先駆者的役割を果た した。

[数字選択式宝 くじシステム「㎜ERS」]

(株)日本宝 くじシステム

3000箇 所の発券端末 を有する全国規模のオンライン ・システムであ り,高信頼性,高 セキュ リティ,高
性能を実現 し,高 度情報化社会にふさわ しい宝 くじシステムとして高い評価 を得た。

[児童関連情報24時 間ネッ トワークシステム]

(財)こ ども未来財団
本システムは働 く女性が必要とする育児と就労を両立させるための情報等を休日 ・祭日 ・深夜等

いつでも入手可能とし,家 庭における情報活動を支援 し高い評価 を得た。 よ

[三和グローバルシステム]
(株)三和銀行

世界的な金融の自由化 ・ボーダレス化 を先取 りした戦略的システムとして,リ スク,収 益,経 営情報等
の一元管理を通 じて,リ アル タイムかつグローバル レベルの事業展開を可能とし,高 い評価を得た
。

[電子海図作製システム]
海上保安庁水路部沿岸調査課海図編集室

従来の紙海図を電子海図として作製するシステムであり,GPSな どの測位装置を接続すること

により自動的に警報を発 し海難事故防止に役立つなど航海の安全に寄 与す るほか,海 図の編集 ・作図業務
の効率化 に貢献 した。

`

[保線設備管理システム]

東 日本旅客鉄道(株)

保線の設備台帳や検査記録,作 業実績デー タを電算管理することによ り,設 備統計業務か ら作業,検査
,工 事設計及び保守計画までの業務を一貫して支援す るものであ り,保 線管理業務の効率化に

貢献 した。

[フ レンズとRACSの オンライン情報交換 システ
ム]

日本貨物鉄道(株),日 本通運(株)

物流EDIの 鉄道貨物部門における最初の実施例 として,両者のネットワークシステムを統合した

ものであり,二 重入力の解消が図られる等複合一貫輸送の基盤整備に寄与するとともに貨物輸送分

野の情報化に貢献した。

[横浜ランドマークタワー情報通信システム」

三菱地所(株)

ビルマ ネジメントシステムを中心に ピルオー トメー ション.セキュリティ,シ ョッピングマネジメ
ント,ICカ ー ド利用等の各システムを実現 し,最先端のインテ リジェ ントビルシステムとして,また 「みなとみ ら

い21」の街づ くりのパイロットとしての役割を果たす等情報化の促進に貢献 した。

[デジタルコードレスシステム]
サッポロビール(株)

簡易型携帯電話(PHS)に 対応可能 な事業所向けコー ドレスシステムであ り本年7月 に開始 さ

れた公衆システムに先駆けて導入された先進的なシステムであり情報化の促進に貢献 した。

[医療・健康チェックテレホンサー ビス]
北海道ボイスメール(株)

札幌市内における医療 ・健康チェックのためのボイスメール利用の手軽かつ安価なシステムであ
り,早 期診断.早 期治療に貢献す る社会 システムを提供すること↑こよ り,地 域における情報化に☆賦
した。 ～ 二
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4.平 成7年 度全国高校生 ・専門学校生プログラミ

ングコンテス ト入選作品

全国高校生 ・専門学校生プログラミングコンテス

トは,通 商産業省が次代 を担う青少年の情報教育の

重要性に着目し,昭 和55年 か ら情報化月間の主要行

事 として 「全国高校生プログラミングコンテス ト」

を実施 しています。今年度からは,将 来各種の高度

情報処理技術者となるための基礎的な知識 ・技術 を

備えた人材として期待 される専門学校生 もコンテス

トの対象に加え,新 たに専門学校生の部を設け実施

しました。

今年度は,8月16日(水)に 応募を締切 り,総 数

で98点(高 校生部門63点,専 門学校生部門35点)の

力作 が寄せ られ ま した。応 募作 品は 「全国高校生 ・専

門学校生 プ ログラ ミング コンテス ト審査委員会」で

の厳 正公正な審査 に よ り,以 下 の8作 品(高 校生

部門5点 、専門学校 生部門3点)が 入選 され ま した。

入選 され た方 々には,10月2日(月)の 「情報化

月間記念式典」にお きま して,通 商産業大 臣(代 理

加藤 通商産業政務次官)か ら賞状,記 念 の楯 と副賞

のパー ソナル コンピュー タ(社 団法 人 日本電子工業

振興協 会の協 力)が 贈 られ ま した。

また,入 選作 品は,記 念式典の併 設行事 として,展

示 ・デモ ンス トレーシ ョンを行 い,多 数の来場者 に

紹介 され ました。
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平成7年 度全国高校生 ・専門学校生プログラミング ・コンテス ト入選作品

(高校生の部)

作 成 者
作 田 名 口

ロロ 作 叩 の 概 要
学校 ・学 科 ・学 年 氏 名

LearningLogical 北海道 情 報処 理教 育 で必 要 な論 理回路 をパ ソ コンの画 面上 に書 き,シ ミュ

最 Circuit 釧路商業高等学校 レー シ ョン させ る こ とに よ り,論 理 回路 の動作 を理 解 しやす く した

情報処理科3年 桜井 祐市 学習 用 ソ フ トウェ アで あ る。
優 商業科3年 辻川 明徳 論 理 演 算 に 必 要 な"AND","OR","XOR","NOT"な ど の 論 理

秀 素子 をTOOLBOXか ら選 択 し,そ れ ぞれ 目的 に合 わせ て ウ ィ ン ドウ上 に

配置,結 線 し,そ の 回路 の終 端 に電球 をつ な ぎ動作 させ る。電球 が

賞
"つ く"

,"つ か な い"に よ っ て,"あ る","な い","真","偽"が2進 数 の"0"
,"1"の 論 理 値 と して 得 ら れ る 。

バ ー チ ャ ル ・エ ク 福島県立 実験 や観 察 を実際 に行 うには,コ ス ト的 に も,場 所 的 に も様 々な
ス ペ リ メ ン ト 福島工業高等学校 制 約が あ る。 この ような制 約 を解消 す る方 法 と して計 算 機 に よる シ

情報電子科3年 宮崎 智和 ミュ レー シ ョ ン実験 が 考 え られ る。 シ ミュ レー シ ョン実験 をパ ソコ

電気科3年 佐々木 毅 ン上 で実現 した もので あ る。機 能 と して,装 置 モデ ル の シ ミュ レー

情報電子科2年 後藤 哲克 タ,制御 回路 シ ミュ レー タ,独 立 した シ ミュ レー タで独 立 した シ ミュ
〃 角田 道俊 レー タ同志 の デー タの 入 出力 を行 い相互 依存 的 シス テ ム系 を作 るこ
〃 三品 公史 とがで きる。
ク 半澤 仁
ク 瀬戸 修司

生物 進化 の シ ミュ 国立 自然 淘汰 の メ カニ ズ ム に準 じて生物 の 進化 の シ ミュ レー トをパ ソ
レ ー タ ー 東京学芸大学附属 コ ン上 で実現 した ソ フ トウェア であ る。

高等学校3年 保原 麗 水 の 中で動 く長方 形 の二次 元 の生物 を想 定す る。そ れ を親 と して,

微妙な変化のある生物群を自動発生させる。その生物群の各々およ

優 び親 につ い て水 中で の動 きを計 算 し,そ の 中で 最 も効率 よ く動 く一

匹を次世代の親 とする。この親を元にさらに第三世代の生物群をつ
く り,次 世代 の親 を選 ん で行 く。 この ような処理 を繰 り返 す こ とに

より,与 え られ た環 境 で の生物 の進 化 を シ ミュ レー トす る。

電子商取引時代に 山口県立 現在,話 題 となっ てい る電子 商取 引 を視野 に入れ た もので,自 動

向け ての プ ロロー 防府商業高等学校 車の売り手と買い手がパソコンを介 して情報交換を行い取引を成立
グ ～ カ ー バ ン ク あ 情報処理科3年 熊谷 智弘 させ る ソフ トであ る。

なたの相棒探しま ク 原 直也 情報提供および仲介業を想定 し,こ れくらいの値段なら売っても
す ～ 〃 岩本 直樹 良いという自動車の所有者にその車両情報をビジュアルデータも含

秀 〃 福 田 圭 一 め デ ー タベ ー ス化 し,一 方 で購 入希望 者 を募 り,希 望条 件 で検索 し,
ク 山本 茂郎 条件が合致 したとき,販 売金額によって仲介手数料を算出し,購 入
〃 鬼武 功 希望 者 の車 両 デー タ をプ リ ン トア ウ トす る。
〃 仙田 容子
〃 野上 理絵

商業科3年 原田 典孝
情報処理科2年 国貞 孝志

〃 福江 聡
二

〃 山本 一成
国際経済科2年 石井 智子 ♪

賞 〃 家重 夕子

「手 話 」 福岡県私立 手話 をこれ か ら学 ぼ うとす る人の学 習 ソフ トであ り,手 話 をグラ

ForWindows 大牟田高等学校 フ ィ ック画 像化 して聴 覚障 害の 人達 とコ ミュニ ケ ーシ ョンで きる ソ

電子機械科3年 平川 潤 フトである。'
〃 野口 稔生 次 の ような機 能 をサ ポ ー トしてい る。
〃 田中 晃 手話 の作 成 ・表示機 能は,顔 ・左手 ・右 手 をツー ルボ ックス よ り
〃 池田 泉美 作成するとともに言葉も入力して手話を作成,作 成した手話を最高

10画 面連 続 表示(画 像 ・言葉)す る。

指文字 の学 習機 能 は,指 絵(画 像)を 選 び,そ れ に合 った ひ らが

な を表 示 し,自 分 で もテス トで きる。10文 字(最 高)ま で の ひ らが

なを入力すると指文字が表示される。

手話の紹介機能は日常使用 している挨拶,言 葉をサンプル画面か
ら選 び,そ れ に合 った手 話 を説 明す る とと もに,シ ミュ レー シ ョン

す る 。

、
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(専門学校生の部)

作 品 名

作 成 者
作 品 の 概 要

学校 ・学科 ・学 年 氏 名

最

優

秀

賞

MultiBlnderfor

Windows

専門 学校

岡 山情報 ビジ ネス

学 院

情 報システム科2年

:

飯田 祐介
岡 良一
房延 順一

フ ォー ム(カ ー ド型)と リス ト型 の両方 で 入力 ・編 集 を行 うデー

タベ ース ソフ トであ る。

デ ー タに文字 以外 に も絵,音 声,動 画 等 のマ ルチ メデ ィアのデ=

タを扱 え,欲 しい デー タを好 きな順序 で取 り出せ,文 字 デ ー タ も 「ア

キ ス トリー ダ」 を使 うこ とに よ り音 声 にで きる。 いろい ろ な種 類 の

デ ー タを混在 して扱 うこ とが可 能 なの で,ビ ジ ュア ルなデ ー タの編

集 ・保存 がで きる。

優

秀

賞

速 読 訓Ver1.2 大原情報ビジネス
専門学校

情報SE科1年 寺坂 健治

英文 の速読 テス トをパ ソコ ン上 で実 現 した ソフ トウ ェアで ある。

英文 ・問 題 の入力 ・編 集 を行 いセ ー ブす る。生 徒用 フ ァイル を作

成 し,授 業 の進 度 に合 わせ て,セ ーブ され てい る英文 ・問題 か ら選

択 し,生 徒 用 フ ァイ ルに ロー ドしてお き,生 徒 は ロー ドさ胞 てい る

問題 か ら 自分 に合 っ た問題 を選 択 し,速 読 を行 う。 生徒 が行 っ た速

読 の速 さや問 題 の正解 率 が成績 フ ァイル にセ ーブ され,先 生 は その

成績 フ ァイルか ら成績 管理,プ リ ン トア ウ トもで きる。

.夢 ・見 つ け よう一

進 路相 談つ き

SANGI

学校紹 介システム

静岡産業技術専門
学校

情報テクノ科2年

:

;
〃

海野 卓也
尾崎 剛志
小澤 一由

多々良匡史
別府 久司
和田 慎二

体 験 入学 に参加 す る高 校3年 生 を対 象 に学 校 を紹介 す る ソフ トウェ

アで あ る。

アニ メー シ ョンに よる オー プニ ングか らス ター トす る。進路相 談

学 科 別紹 介,先 生 紹介,施 設紹 介 か らいず れ か1つ を選択 して,各

ル ーチ ンを実 行す る。 写真 や動 画 をふ ん だ んに使 用 した グラ フ ィッ

クの操作 画面 で あ る。
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なお,本 コンテス トは,来 年度 も今年度 と同様 の

日程で実施 され る予定 になってい ます 。詳 し くは,

下記 までお問合せ くだ さい。

事務局 〒105東 京都港 区芝公園3-5-8

財団法人 日本情報処理 開発協会

情報化 月間担当

官03-3432-9381/FaxO3-3432-9389
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懸

株式会社東芝

取締役社長 佐藤 文夫

去 る8月30日(水)～9月1日(金)の3日 間,

平成7年 度 第1回 コ ンピュータ ・トップセ ミナーが

開催 され ました。

本 セ ミナーは(社)日 本電子工業振興協 会 との共

催 に より,政 府各省庁 の幹部 を対象 に毎年 夏,冬2

回開催 している ものです。このセ ミナーでは,毎 回

コン ピュータメー カ6社(沖 電気工業株式会社 ,株

式会社東芝,日 本電気株 式会社,株 式会社 日立製作

所,富 士通株式会社,三 菱電機株式会社)の 社 長 に

持回 りで ご講演 をお願 い してい ます。今 回は,9月

1日(金)に 行 われ ました,株 式会社東芝 取締 役社

長 佐藤 文夫氏の ご講演 につ いてご報告致 します。

企業経営 変革のポイン ト

今後 の経営 を考えるキーワー ドといた しま しては,

5つ ございま して,1つ はボー ダレス化,2つ 目は

集 中 と選択,3つ 目が資源回転率,4つ 目が国内市

場の深耕 と新市 場の創 出 とい うこと,5つ 目がいわ

ゆ るPLと 環境問題 をビル トイ ンした経営 システム

の構築 とい うこ とで ご ざい ます 。 この ようなキ ー

ワー ドにつ きま しては,世 界 の色々 な潮 流の変化が,

我 々企業経営 にどの ような変革 を要求 しているのか

とい う考 え方か ら私 な りの問題意識 を表 した,と 考

えてい ただ きたい と思い ます。

ボ ー ダ レス 化

最初 のボー ダレス化 とい うことで ござい ますが,

よ くグローバ ル化 とい うこ とが言 われてお ります。

ただ,私 はグローバ ル化 とい うよ りもむ しろ色 々な

意味 をこめ ま して,あ えてボー ダレス化 という言葉

を使 ってい るわけで ござい ます。1つ は,経 済構造

としての 日本 の市場が 開放 され ,い わゆるワール ド

ワイ ドな競争時代 に突 入 した とい う問題意識が ござ

います。 もう1つ は経営資源 を企業の なか に全部抱

え込み ま して,そ の結果 と しては企業は大変 固定費

が多 くなってい るわけです。そ うい う日本 的な経営

システム とい うものの変革,オ ープ ン化 をはか って

いかなければいな らない ,そ のよ うな2つ の問題意

識 がある とい うこ とで ござい ます。資本 とい うの は,

本来 国境 とい うもの はござい ませんで,マ ーケ ッ ト

の ある ところに移ってい くとい うのが基本的 な性格

だ と思 ってお ります。ご承知の よ うに,急 激 に円高

が進行 してい く中で,そ の傾 向が ます ます加速 をし

て まい ってお ります。この ため に一時的 には,国 内

産業の空洞化 とか,あ るいは失業問題 とい うものが,

大変懸念 をされてお りますが,そ うい う問題 を解決

しなが ら構造転換 をや ってい くとい うことにな りま

す と,大 変時間がかか って まい ります。我 々 として

は,日 本経 済の構造転換 とい うこ とのため には ,空

洞化 とか失業問題 とい うの は避けて通 れない課題 と

い うふ うにきちん と認識 した上で ,色 々対策 を悩 む

よ りもまず実行 してい くとい う割 り切 りが大切では

ないか と考 えてお ります。そのための空洞化 に対 す

る対策 や失業 に対 す る対 策 とい うことは,企 業 レベ

ルで我 々にで きることは色 々やって きてい る,と 認

識 を してお ります。そ うい う中で,経 営のそ うい う

努力 をバ ックア ップす るための社会政策 とい うもの

を是非政府 にや っていただ きたい。そ うい うもの を

や っていかない と,企 業 の力 だけでは解決で きない

課題 である と認識 を してお ります。

集 中 と選 択 、

2つ 目は集 中 と選択 とい うこ とでご ざい ますが,
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ボー ダレス とい う環境の なかで ワール ドワイ ドな競

争 とい う ものが大変激 しくなってまい りま した。例

えば,総 合電機 メー カといた しまして我 々の技術が

ある もの,あ るい は資源 をもっている もの は何 で も

や ってい くとい ういわゆる百貨店方式の発想 を捨 て

ま して,得 意分野は何か,あ るいは これか らの将来

のマ ーケ ッ トを考えた先端 的な分野 を特定 して,そ

の分野 に積極 的に資源 と経営力 を集中するこ とが大

切 だ と考 えてお ります。そのためには色 々な事業そ

の もの を吟味 をい た しま して,競 争劣位 とい うよう

な ものは,積 極 的に選択の フ ィル ターにかけるべ き

だ と考 えてお ります。その こ とが ひいて はわが国の

産業構造の高度化 に もつ ながるのではないか と考え

てお ります。東芝は ビジネスユ ニ ッ トとい うもの を

制定 をしてお り現在104の ビジネスユ ニ ッ トを もっ

てお ります。一番大 きなビジネスユニ ッ トは年 間で

平均3,500～4,000億 の事業で ござい ます。一番小 さ

い ビジネスユニ ッ トにな ります と,年 間で10億 程度

の ビジネスユニ ッ トもござい ます。そ うい うもの

を全て集 め ます と104の ユニ ッ トがあるわ けですが,

現在我々が色 々な意味 で選択の対象 としてあげてい

る もの は37ビ ジネスユニ ッ トご ざい ます。こうい う

もの をそれぞれ吟味 しなが ら,事 業運営 のや り方 を

こうい う方 向へ変 えてみた らどうか とか,あ るい は

そ うい うことをや って,あ る期 間をおいて駄 目な ら

撤退 をすべ きとい う判断 をや ってお ります。そのた

め に社 内には専門的な組織 として,副 社長 を長 にい

た します委員会 を設 けてお ります。この委員会で定

期 的にフォロー してそ うい う選択 をしてお ります。

一番厄介なのが人の流動化 とい う問題 でございます。

そのために東芝では全社 のプロジェク トとい た しま

して,職 種 転換 の教育 プログラム とい うもの を準備

を してお ります。その中で,事 業部門 を越 えた人材

の シフ トとい うこ とを積 極 的 にや ってい く体 制 を

作 ってお ります。常時約500名 の人員が転換教育 を

受 けられ る設備 を準備 してお ります。そうい う中で

事業部間の技術者 の転換教育 を してお ります。例 え

ば,AV機 器 をやってい る技術者 を減 らしてい くと,

そのかわ りそ うい う技術者 に無線技術の教育 を徹底

して3カ 月ない し半年やって,通 信の方へ移動 させ

てい くとい うこ とをや ってい ます。あるいは,間 接

部 門の人間 を減 らし教育 を して営業部門,あ るいは

サー ビス部門へ転換 を してい くとい うことをやって

お ります。この ように職種転換 プログラム を準備 し

て,東 芝の 中での人の流動化 を積極的 にや ってい く

体制 を組 んでい るわけです。

資 源 回 転 率

資源回転率 とい うことは,企 業 と して常 に心が け

なければい けない体質強化の問題 で ござい ますが,

特 に我 々が問題 に してお りますの は,バ ランスシー

トには直接現 れない経営資源.こ れの 回転率 をどう

上げてい くか とい うことで ござい ます。具体 的には,

人 ・情報 ・時間の 回転率 をどう上 げてい くか,と い

うことに力 を入れてお ります。つ ま り開発 ス ピー ド

を どう上 げてい くのか,あ るい は事業の立ち上 げの

ス ピー ドをどの ように して上げてい くか とい うこと

です。例 えば,半 導体の場合,3年 ない し4年 で メ

モ リー には世代 交代 が ござい ます 。現在4メ ガか ら

16メ ガへ とい う世代 交代 が ござい ますが,そ うい う

プロジェク トで は,社 内の言葉 ですが,垂 直立 ち上

げ とい うか たちでの プロジェ ク トを組 ませ ま して,

生産の設備が入 ってか ら生 産が軌道 に乗 るまでの時

間 を垂直的 に立 ち上 げう とい うことで,色 々工夫 さ

せ てい る とい うことでご ざいます。

国内市場の深耕 と新市場 の創 出

次に4番 目の国内市場の深耕 と新市場の創出とい

うことでございます。我々の関係 してお ります在来

型の家電の家庭電気の国内市場というものをみ ます

と,こ れは年間5兆 円を超す大 きなマーケットでご

ざいます。そこで作っている商品というのは,我 々

の生活に完全に組み込まれた商品で して,こ れ無 く

しては生活ができないという状況になっています。

こういうマーケットというものを,も っと大切にし

てい く必要があるという認識がございます。それは

顧客の視点にたってマーケットのニーズを掘 り起こ

してい くという努力をもっとや らなければいかんと

いうことでございます。さらに,マ ーケットが成熟

化 しても商品その ものは成熟化 させないための技術

開発を強 くやっていく必要があると考えてお ります。

ご承知の方 もいるか と思いますが,昨 年東芝では,

家庭用のエアコンで省エネエアコンというものを出

しました。これは年間の電力消費量が従来型の半分
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になるとい う商品で、通産大臣か ら省 エ ネの賞 をい

ただきま した。今年は洗 濯機 で また省 エ ネの賞 をい

ただ きま した。これ は洗濯時間が半分 になって ,使

用 する水量 も半分 とい う商品です。 まだ まだそ うい

う商品の開発,市 場の深耕 とい うことがで きるので

はないか と思い ます。 しか し,そ れだ けでは なか な

か発展 がない とい うこ とで,や は り,大 型 のマ ー

ケ ッ トの創 出が大 変必要 でご ざい ます 。21世 紀へ 向

けて何 か リーデ ィング産業 とな るような仕事 を創 り

だ して い くこ とが必 要だ と考 えてお ります。現 在 ,

マルチメディアとい うこ とが盛 んに言 われてお りま

すが,そ うい う事業領域 を頭 に置 いて,我 々 と して

も色 々な研究 開発 に取 り組んでい る状 況でご ざい ま

す。DigitalVideoDiskと い う もの は,今 色 々規格

の標 準化 の問題で話題 になってお ります けど,こ れ

もこれか らの大型商品に育つので はないか と考えて

お ります。この辺 については後 ほ ど少 し説 明 をさせ

ていただきます。

PLと 環 境 問 題 の ビ ル トイ ン

それか ら5番 目はPLと 環境問題 とい うことで ご

ざい ますが,こ れ は特 に説 明す る必要 はない と思 い

ます。私 自身は こうい う問題 について,中 途半端 な

取組み をいた します と,経 営の基盤 を揺 るが しかね

ない問題 が発生す る可能性 がある と認識 を してお り

ます。こ うい う問題 を我 々経営管理の なかで ,き ち

ん とビル トイ ンを してい く必要が ある,そ して この

問題 については トップマ ネジメン ト自 らがマ ネジメ

ン トす るべ き事項であ ると,社 内で徹底 をさせてお

ります。そ うい う基本認識 でこの問題 に取 り組 んで

い る,と い うことだ けを紹介 させ ていただ きます。

以上,こ の ような大変な変革期 にあ りま して,何

をキーワー ドと して経営 にあたるべ きかの私 な りの

考 え方 を紹 介 させ ていただいたわけで ござい ます 。

ボー ダレスな大競争時代 とい うことをこの頃言って

お りますが,そ うい う状況 に勝 ち抜 いてい きます た

めには,私 は事業の集中 と選択 ということによって ,

主 力事 業の競争 力 を維 持 強化す る こと と,こ れ に

よって生みだ された経営資源 を,新 た な成長 を創 り

だす資源 と して使 ってい くということが ,大 変大 き

な経営課題 であると思 ってお ります。

経営課題 と具体的取組み

競 争 力 の 強 化

次 に,当 社 ではこれか らの経営課題 に対 しま して ,

具体 的にどんな取組み を してい るか を,事 例 をひい

てご説 明 をい た します。事 業 の集 中 と選択 とい う
,

いわゆる競争力 の強化 とい うこ とが1つ でご ざい ま

す。電機 業界 もかつてはハ ー ドの量産面で急速 に力

をつけたわけでご ざい ますが,そ のハー ドの面では

今,ア ジア諸 国か ら大変追 い上 げ られてお ります。

ご承知の よ うにメモ リーの生産 とい う意味 では,す

で に三 星が トップを走 ってい る とい う状 況です し,

また一方,ソ フ トとい う面で高価格 な分野 では,ア

メ リカに完全 に先行 されてい るとい う状況で ござい

ます。円高 も加 わ りまして,そ れに よるコス トア ッ

プが発生 して,国 際競争力に陰 りが生 じて きたのが

実態では ないか と思 い ます。そ うい う中で,我 々と

してはやは りどこで何 を作 った らい いんだ ,何 を作

るか とい うこ とを まず基本 に決 めて,ど こで作 る ,

あるいは どこで売 ってい くんだ,あ るいは どうい う

仕組みで事業 をやった らいいんだ,と い うような こ

とを基本 的に考 え直す時代 に入った,と 考えてお り

ます。

グ ローバ ル ロ ジス テ ィ ックス

そ うい う意味 で我 々 は,グ ローバ ル ・ロ ジス

ティックスの構築 ということで これに取 り組 んでい

るわけでご ざい ます。す でに家電商品等 の成 熟事業

分野 につ きましては,ア ジアでの生 産拠点 の立 ち上

げ とい う もの をかな り速 いテンポで進 めてお ります

ので人材手 当 とい う ものが大変厳 し'〈なっていると

い うような実態で ござい ます。この アジアでの生 産

と立 ち上げ とい うことは,単 な るコス トメリッ トを

ね らった とい うこ とでは な く,現状 の主要な視点 は,

アジアの成長力 を我 々の 中に取 り組 んでい くと,市

場立 地,生 産拠点 とい う意味合 いが大変強 くなって

いる と認識 を してお ります。生産品目 も,国 際商 品

であ りますテ レビとか,VTRと い うことか ら,か

つては大 変 ドメステ ィックな色彩の強 くご ざいま し

た白物 家電,あ るいは重電機器 の組立て等 も現在進

めてお ります。 さらに,ブ ラ ウン管 とか ,あ るいは

半導体 などの高度 な生産技術 を要 します装置産業 も
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現在 色 々計 画 を し,進 め てい る状 態で ご ざい ます。

東芝 の事業で 申 します と,1994年 で海外売上高比率

とい うのは40%で ござい ます。生産 と して は19%が

海外 で 作 られ てお ります。 現 在我 々の計 画 で は,

1998年 には,海 外生産比率が28%位 になる,と い う

見通 しをもってお ります し,グ ローバル化 とグロー

バ ルな売上比率 とい うものは45%海 外 になるであろ

うと想定 してお ります。そのための海外 の生 産拠点

も現在33の 生産拠点が ござい ます が,98年 には現在

計画中の ものがその通 りに進 んで まい ります と,47

になると計画 を してい るわけで ござい ます。我 々東

芝 とい た しましては,ア ジア諸国 に対 して技術の出

し惜 しみ とい うものをす るつ も りは毛頭 ございませ

ん。我々 も技術 を もらって成長 して きた とい う過去

の経歴があ るわけでご ざいます し,で きるだけ オー

プ ンな姿勢で これには臨むように している とい うこ

とで ござい ます。そ うい う行 き来の中か ら,お 互い

の成長や発展が さ らにでて くるのではないか とい う

ことを期待 してお ります。ハ イテ クの分野 でござい

ますが,最 近,IBMと の ジョイ ン トによる64メ ガ

DRAMの アメリカでの一貫生産 とい うことを決断

いた しました。これは配線 のルー ルがO.35ミ クロン

とい う大変先端の技術で ござい ます。こうい うこ と

によって,我 々 としては,お 互い相 互関係 とい うも

のが,投 資負担 とかあるいはリス クの負担 とい うこ

とに対 して軽減を されるのではないか と思 ってお り

ます し,積 極 的な意味では両社 の もつ経営 の リソー

ス とい うものが,相 乗的 な効 果 を発揮す る とい うこ

とを期待 しているわけで ござい ます。このIBMと

のジ ョイン トベ ンチ ャーにつ きま しては,そ の前 に

256メ ガDRAMに つ きましての共同開発 とい うも

の をず っとやって まい りま した 。 これ は ドイツの

シーメンス社 を含 めた3社 での共同開発 でご ざいま

す。そこでは256メ ガのプロセス技術 の共同開発 を

や ったわけでござい ますが,そ ういう技術がお互い

に共用で きているとい うことが基本 にございまして,

同 じプロセス技術 を使 ってジ ョイ ン トベ ンチ ャーを

作 るとい うことで大変合意が得やすかった と考 えて

お ります。

国 内 体 質 のス リム 化 と業 務 革新 活動.ビ

以上の ように海外の生産拠点整備寮頼 んだ舟進 ん

で まい ります と,国 内生産が だんだん減って まい り

ます。そ うい う中で国内の体質 をどうや ってス リム

に してい くか とい うことが,大 きな課題 になってい

るわ けで ござい ます。ここで は、間接 コス トの問題

としての業務革新活動 による本社部 門の改革 と,部

課長 のOA教 育,ま た,製 品その ものの競 争力強化

の問題 としてのHALF活 動 を取 り上 げて ご説明 し

てい きたい と思 い ます。

一 本社部門の改革 一

まず,本 社部門の改革 で ござい ます 。先程 申 しま

した ように,現 在で も海外事業比率 が40%と い う量

になっているわけで ござい ます 。いわゆるグローバ

ル な経営 になって きてお ります が,さ らに現 状 は

我 々の経営評価 とい うの は,単 独ではな くて,連 結

で評価 される時代 に入ってお ります。東芝の本社は

どうなってい るか とい うことを冷静 にみ ます と,相

変 わ らず国内 と海外 をそれぞれ本社のス タッフが分

担 を して仕事 を してい る とい う状況 が ござい ます。

また,例 えば,関 係 会社 とい うもの をと ります と,

国内の関係 会社 は関係 会社部がみ る,海 外 の現地法

人 は海外事業推進部がみ るとい うかたちで国内 と海

外 とい うもの を分担 を してお ります。法務部 につ き

ま して も,海 外法務 と国内法務 に別 れてお ります。

また,東 芝単独の管理 システム,要 する に連結 とい

うこ とではな くて,東 芝単独 の管理 システム にずっ

と慣れ親 しんでいる といい ます か,そ こにあ ぐらを

かいてい ると,本 社 が異常 に強い と認識 をいた しま

して,こ れ を変 えなければい けない というこ とで,

業務革新委員会 とい うもの を設 けて活動 させ てお り

ます。すで に今年 は3年 目に入 ってい ます。 どうい

う考 え方で改革 を してい くか とい うことで ござい ま

すが,改 革の基本理念 とい うのは,グ ローバル,グ

ループをあわせ てみる本社 と,そ れか ら管理型で は

な くて,戦 略創 造型,あ るいは課題解決型 の本社で

ない とい けない,要 す るに管理型 の本社ではいけな

い とい うことで ござい ます。そ うい うことを基本理

念 に し,4つ のS,1つ は戦略的(8trategic),そ れ

か らsma皿,そ れか らgimple,そ れか ら8peedyを と

りまして,リ ス トラをはか っていこうとしてお りま

す。 しか し本社 がその ようにな ります と,や は り事

業部門 について もそれぞれ本質 を変えていか なけれ
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ばな らない とい うこともご ざい ます。そ うい う意味

で,事 業部 門につ きま しては,そ の ものの経営 の質

を もっ と高 める とい うこ とで,自 主責任経営 とい う

ことを各事業部 門には要請 してお ります。プロセス

マ ネジメン トを成 果主義 というかた ちに変 えてゆ く

とい うことをや ってお ります。 目標 管理 とい うもの

を もっ と具 体 的 に掘 り下 げてい って ,目 標 管理 に

よってそれを評価 してい くとい うシステムを さらに

徹底 をさせ る とい うことを考 えてお ります。従来 の

本社部 門 とい うの は,業 務分掌規程 とい うの はきち

ん としてお り,各 組織 の業務範囲 とい うのが規程 を

され てお ります。悪 い言葉で言 えば,縄 張 りは きち

んと してい るとい うことでご ざい まして ,そ うい う

なかで仕事 を してお ります と,ど うして も管理型 の

仕事 になるわけでございますが,今 回,成 果領域 と

い うことで期待 され るアウ トプ ッ トの面か ら,各 組

織 の本 質的 な存在 の意義 を再吟味 をさせ てい ます。

さ らに,本 社人員 の圧縮 とい う問題 が ござい ます。

や は りス リム化 しなけれ ばいけ ない とい うこ とで ,

スモ ールな本社 を実現す るため に,現 在本社 の組織

毎の人員 削減計画の絶対 目標値 を設定 をいた しま し

て,そ の達成 をそれぞれ文書 で約 束 させ ま した。こ

れは始 めた時が ち ょう ど1年 前で ござい ますが,96

年3月 までの2年 間,1年 間で10%,2年 間で20%

の人員削減 をそれぞれ具体 的に割 り付 け をいた しま

した。この数字 は2割 の削減 とい うこ とになるわけ

で すが,バ ブル崩 壊 の直後 の時 には一番 人員 が多

か ったわ けで ござい ます。この時 に比べ ます と30%

減 らす とい うことにな ります。ですか ら最 高値 の70

%の 人員規模 に圧縮す る ということでご ざいます。

一 部課長のOA教 育 一

次に組織を支える人の問題 というのがございますこ

いかに人を減らしても,や はりそれぞれの人々の能

力を上げてい く必要があるということで,部 課長の

OA教 育を今年の1月 から始めました。現在本社の

全部課長は,2カ 月間一切 日常業務からはず しまし

て,缶 詰でのOA教 育を実施 しております。今年1

年間に600人 全員の教育を終えるというスケジュー

ルで進んでいます。これが終わ りましたら引続き事

業部門の部課長へ も広げてい くという計画でござい

ます。事業部門は自主的にどんどんOA教 育をやっ

てお りま して,多 分 もっと早 く達成がで きるのでは

ないか と思い ます。なぜ この ことを始めたか と申 し

ます と,ご 承 知の ようにや は り成長が だ んだん と

まって まい ります ので,人 員構城 の高学歴化 とい う

ことと,低 成長が重 な りま して ,中 間管理職 と して

の部課長以上が既 に余剰 になって まい ります。これ

は面 白い もので,組 織 に対 して余剰化 といい ます と,

余剰感はあ る,し か し余剰人員 はいない,と い う返

事 がいつ も返 って くるのです 。です か らなかなか具

体 的にでて こない。そ うい うことでこれ は強制的 に

ひっぱ り出 していかなければいけない。業務の中身

その ものは やは り高度化 を して まい ってお ります。

そ ういうなかで競争 に勝 ち抜 いてい くため には,大

変仕事 のス ピー ドが大切 な時代 になった とい うよ う

な認識 を してお ります。そ うい う意味で,中 間管理

層化 してお ります部課長 の過去 に培 った経験,そ れ

か らやは り色 々年月 を経 た判 断力 とい うの もそ なえ

てお りますか ら,そ れ を直接 仕事 に具現 化 させ てゆ

くとい うのがね らいで ござい ます。いわゆる最近言

われてお ります フラ ッ トオーガナ イゼーシ ョンとい

うことに変 えてい くこ とが重要 と考 えま して,全 員

のOA教 育 を提案 をいた しま した。教育 を受けた連

中は大変 良かった,と 言 ってお ります。色 々成果が

でて きてお りま して,私 は当初 に比べ た らムー ドが

たいぶ変 わったので はないか と思 ってお ります。一

つはそ うい うかた ちで中間層化 した人材 というのが ,

直接付加価値 を生み 出す ような層 に転換 をす るとい

うよ うな こ とが必 要 だ と思 い ます。 プ レイ ングマ

ネージャにならなければいかん,と 言 ってお ります。

そ れか らも う一 つ予期 しなか ったの ですが 大変 良

か った ことは,各 部 門か ら,各 部署 か ら100人 余 り

が一か所 に集 まって2ヵ 月一緒 に仕事 を した りと,

非常 に組織風 土が オープ ンになって くる とい う効 果

が ござい ます。や は り部門が違 い ます と,な かなか

交流 とい うのが ご ざい ませ ん。 そ うい う ところで

2ヵ 月間部課長が一緒 に仕事 を します と,大 変 オー

プ ンな組織風土 になって きたので はないか と考 えて

お ります。 そ うい うこ とに よって ,コ ミュニ ケー

シ ョンが活発 になって きた と思 ってお ります。それ

以外 に,こ れは公 には言ってお りませ んが ,2割 い

な くて も仕事は支障がないな,と い うことが確認で

きたのではないか,と 思 ってお ります。か えって下
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の人が大 きく成長す るチ ャンス もでて きたので はな

いか と思 ってお ります。我 々 も,私 自身 も,や は り

下 にだけや らせて我 々がや らないのはいけないので

研修 を受けてい ます 。現在 は私 としては電子 メール

をうけて返信 がで きる という程度 までは現在や って

お ります。 こうい うこ とをやっておって,た だOA

機器が扱 える とい うこ とだけではすみ ませ んで,必

要 なのはやは りそ うい うかたちで仕事が で きやすい

ような,当 社 のデー タベースその ものを変 えていか

な きゃい け ない と考 えてお ります 。現状 の デー タ

ベ ース はなかなか部課 長がOA機 器 を使 って も,自

分 で色 々な仕事 がで きる とい うようになってお りま

せ ん。デー タベ ースを再構築 をす るとい うためのプ

ロジ ェ ク トを組 ん で,エ ン ドユ ーザ が 自 ら コ ン

ピューテ ィングで きるデー タベースに現在大急 ぎで

変えてお ります 。かな りの作業 になる と考 えてお り

ま す 。 カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 は,電 子 メ ー ル や

Window8,LOTUS,Internet,Word,Excel,

Powerpoint,こ の辺 まで全部や らせ てお ります。卒

業す る ときにはプ レゼ ンテーシ ョンをや らせ るわけ

で ございますが,ほ とん どPowerpointを 使 って色 々

なプレゼ ンテーシ ョンを自分 で作 ってや るとい うよ

うな状態 になってお ります。

例 えば,掃 除機 につ きま しては重量 を半分 に し

な さい,部 品の数 を半分 に しな さい,あ るいは大 き

さを半分 に しな さい,あ るいは製造期 間 を半 分 に し

なさい,と い うようなこ とであ らゆる面 でそ うい う

チ ャ レンジを してお ります 。これ に よって,最 終 的

には原 価 を下 げ,円 高 の中で も生 きていけ る製 品

競争力 をつけてい くとい うことが ね らいで ござい ま

す 。

TOSHIBA

製品コンセプトの明確化 ・CS鯛 査から・無駄のない商品企画

ワ
製品機能の原点回帰

'v－

・製品機能の原点回帰による

基本機能と付随機能の明確化
・贅肉を削ぎ落とした製品設計

あるべき姿の設計

ワ

・コス ト半減を狙った理想的な設計、

あるべき姿の設計

実現の姿の設計
・HALFキ ー 技術 を駆 使 した 製品設計

－HALF活 動 一

次にHALF活 動 について紹介 をさせていただ き

ます。HALF活 動 とい うのは,原 価の半減,あ る

いは機能 を倍増 してゆ く活動です。

HALF

TOSHIBA

◇製 品 ・生産HALF

・製 品革新

(部 品点数半減 、重 量半減)

・プロセス革 新

(工 法改革、設 備HALF)

◇間 接HALF

・ス モールGS

・LE改 革

・物 流改革

◇ エン ジニア リングHALF

・ソフ トの工業 生産
企口 開尭 設計 生良 物流 販売 トごス

・デザ イン ・フロー ・シーケ ンス

枷び

このHALF活 動の なかで重要な ことは,た だ単

に原価 を下げるのではな くて,製 造の仕組 みその も

の をス リム にしていけ,半 分 に して いけ,と い うこ

とにチ ャレンジを してお ります。これ を私 は製 品の

競争力 とい うこと以外 に,工 場 と しての競争力,工

場競争力 とい うかたちで言 ってお ります。工場 の間

接部 門,生 産部 門,あ るいは資材部 門,そ うい う

もの を含めてス リムに してい って,工 場全体 と して

の競争力 をつけなけれ ばい けない。家電商品で ござ

い ます と,製 造原価 とい うの は売価の3分 の1で し

かご ざい ません。その後 に色 々な流通 とか間接 部門

の経費がの っているわけでございます。その部門 も

合 わせて攻めなければ,本 来 の競争力 はつか ない と

い う視点で,そ うい う間接部 門につ いて も㎜ とい

うか たちでのプロモーシ ョンを してい るわけでござ

い ます。現在 当社で は88の 機種 をこのHtglF活 動 に登

録 を させてい ます。登録 をさせ てスケジュールを全

部 出 させ ま して,フ ォロー してい る,と い う状態 で

ござい ます。昨年 の10月 に,GE(ジ ェネラル ・エ

レク トリック)ウ ェルチ会長が当社へ参 りま して,
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私か らHALF活 動の話 をちらっといた しましたら,

ウェルチ会長 が大変 目を輝 かせ まして ,早 速GEへ

帰 り,東 芝のHALF活 動 を紹 介 した ようです。そ

して我 々の言 っているHALF活 動 とい うものは ,

基本的 に本 質的な運動 だ と彼 は理解 した ようで ござ

い ま して,今GEの 社 内で は このHALF活 動 を

ウェルチの号令で大変力 を入れている ときいてお り

ます。私の ところへ も しょっち ゅうGEの 人が来て ,

HALF活 動 の話 を聞 きにまい ります。このHALF

活動 は成果 目標 をたて,こ れを計数 的に きちん と評

価 してい くとい うことをや ってお ります。

新たな成長 を目指 して

Advanced-1

コ巳旦一 月
戊ヌ ー

最後 に,新 しい我 々の成長 を目指 して とい うこ と

で,Advanced-1事 業 を若干紹介 したい と思 います
。

東 芝では80年 代 の情報化時代 の中で,1作 戦 とW作

戦 とい う2つ の大 きな全社 的な作戦 を展 開いた しま

した。この1と い うの は情 報分野 で ござい ます。そ

れか らWと い うのは半導体分野で ござい ます。この

両方の事業領域 に重点的に資源 をシフ トいた しま し

て,全 体 として も東芝は10年 間でち ょうど2倍 に売

上 を伸 ば したわけです。その中で も,情 報通信 と電

子デバ イス部門 というのは4倍 に成長いた しました。

全社 の売上構成 比 も,始 めた当時 の28%か ら57%に

10年 間で拡 大 を してい った とい う状 況で ご ざい ま

す。90年 代 に入 りまして,バ ブルの崩壊 とい うこと

と,冒 頭 申 しま したボー ダレス化の進展 とい うこ と

で,伸 びが なか なか期待 で きない中で,当 社が総合

電機 メー カー と しての多様性か ら新 しい視点 にた ち

ま して,新 しいマーケ ッ トの創造へ とモチベーシ ョ

ンを強めてい くことが必要 だ と考 えま した。そ うい

う中で,こ のAdvanced・1事 業本部 をつ くったわけで

ございます。 これはデ ィジタル技術 の発達 と,そ れ

に伴 うマルチメデ ィアの時代 をにらんでの対 策でご

ざい ます。 こうい う新 しい時代 に対応す るには ,本

質 的に従来の ような大企業の組織 による取 り組みで

はいけ ない と考 え ま して ,社 内の先見性 とそれか ら

起 業 家 精 神 を 呼 び お こ す,そ う い う意 味 で

Advanced-1プ ロジェク トをス ター トさせ たわけで ご

ざい ます。

一 総 合1空 間 ビジ ョンの策定 一

まず我 々と して はこの プロジェ ク トのスター トに

あた りまして,総 合1空 間 ビジ ョンとい うものの策

定 を行 ない ま した。これはいわゆる作 る側 か らの技

術 の統 合 と,我 々はメー カーですか ら,技 術 とい う

ものをベ ース に して もの を考 えるわけで ござい ます

が,そ うい う技術 の統 合 とい う視点か ら,利 用者 か

ら見たサー ビスの統合 とい う視 点へ我 々の考 え方 を

移 しま して,新 しい総合力 とい う意味 を含めて ,総

合1空 間 とい う表現 を したわ けで ござい ます。この

ビジ ョンの策定 につ きま しては ,40歳 代 を中心 と し

た メンバー を全社 か ら集め まして,短 期 間で集 中的

に検討 を させ たわけでござい ます。これ はそれぞれ

の事 業 グルー プか ら分担役員が直接名指 しで代表者

の選定 をいた しま した。そ して3ヶ 月間ほ とん ど缶

詰 で,ビ ジ ョンの策定 をや らせ ま した。その間 ,新

聞記者,日 本 ・アメ リカの コ ンサ ルタ ン ト,大 学の

先生,あ るいは研 究機 関のキーマ ンとい うような人,

社外 の有識者 も盛 んに呼 び まして,ミ ーテ ィングを

や りま した。 また,会 社 の トップマ ネ ジメ ン トの

ミーテ ィング も採 り入れ なが ら,夜 を徹 してや りま

した。この よ うに して総 合1空 間 とい うもの をつ く

り上 げた とい うことでございます。

一 総合1空 間 ビジ ョンのイメージ ー

コンピューテ ィングとコ ミュニケーテ ィングとイ

マ ジネーテ ィング(C&C&1)・ とい う分 野 とその

融合分野 を,次 世代 の総合1空 間 と位 置づけ ま した。

1つ 目は コンピュータとマイクロプロセ ッサの戦略
,

2つ 目はデジタル ・メデ ィア ・ネ ッ トワー ク戦 略 ,3

つ 目は次 世代 のデジタル映像 メデ ィア戦 略 とその融

合分野 である個人の情報機 器戦略 とい う具体 的な定

義付 け を行 ったわけで ござい ます。我 々 としては
,

た だ単 にハー ドの製品 とい うことではな くて
,サ ー

ビス とか,あ るいはプロ ダク トの コ ンポー ネン ト
,

あるいは流通 も含 めて全体 的な,立 体的 な事業空間

とい うかたちでの まとめ を したわけでご ざい ます
。

シ

ー 実 行 計 画 の 策 定 一'
,

そ れ か ら,こ の ビ ジ ョ ン に 基 づ きAdvanced・1実 行
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計画 とい うもの をつ くらせ ま した。かな り具体 的に

手順 も含 めて策定 をさせ たわけで ござい ます。ワー

キ ングの活動 では,自 分で提 案 してそれ を他 の人に

や らせ るのではな くて,提 案 した人 を取 り込 んで,

組織のなかにはめ込 んでい った とい うこ とが ござい

ます 。 自分で言 ったこ とを言い っぱな しでは な く,

やは り自分で実行 させ る とい うような体 制 を作 った

わけでご ざいます。

一 実行体制づ くり 一

現在昨年の7月1日 にAdvanced・1事 業本部 とい

うもの をつ くりま した。 これ は通信,映 像,コ ン

ピュー タ,そ うい う分野 に横 ぐしを刺 す機能で ござ

い ます。そ うい う事業本部 をつ くりま して,現 在9

つの具体的 なアイテムで事業化 を進 めてお ります。

スマ ー トテ レビとか,色 々な ものが ござい ますが,

これ はその うち徐 々に発 表す る とい うこ とになるの

ではないか と思い ます。こ ういうこ とをや りま した

ときに,実 行体制づ くりに非常 に重要 なことは,人

の問題 があ ります。か な りバ イタリテ ィある人間で

なければいけない とい うことが ござい ますが,か つ

お金 をどうす るか とい う問題 が ござい ます 。これ に

ついて は当社 では,各 事業本部か ら売上高 の0.5%,

これはAdvanced-1事 業 に関係 あ るな しにかかわ ら

ず,全 部供 出をさせ ました。中身 によ りましては,開

発 テーマを事業本部 に依頼 す るこ ともござい ます6

そのと きには金 をつけて依頼 をす る というかたち を

とっているわ けでご ざいます。

一 事 業の推進 一

ち ょうどビジ ョンの策定 プロジェ ク トが済 み,そ

れか ら本 部がス ター トしてち ょうど1年 にな ります

が,現 在3カ 月毎 に トップマ ネジメン ト45人 が これ

を半 日か けて フ ォロー してお ります。先程 申 しま し

たDVD,こ れ もやは りこの体制の 中で非常 に加速

された と考 えてお ります。現在 テ レビが世界で1億

台でご ざい ますが,ビ デオがだいたい年 間4,000万

台位 でてお りますか ら,DVDも 最初 は1,000万 台

位 に はす ぐな るので はない か と思 ってお ります。

2,000万 台位 は考 え られ ますので だいたい500ド ル と

い うこ とをユ ーザ は言 ってお りますか ら,ほ ぼ1兆

円の規 模 にな ります。それ か らもっ と重要 なのは,

コンピュー タの基本組織 としてのいわゆるCD-ROM

の ような使 い方がご ざい ます。これにつ いてはコ ン

ピュー タメー カは,240ド ル とい うこ とを ターゲ ッ

ト価格 と して我 々に言 ってお りますが,こ れ も年 間

4,000万 台位 はでる とい うことにな ります と,1兆 円

ぐらいの規模 になるのではないか と考えてお ります。

合 わせ て2兆 円位の事業が これでつ くられるのでは

ないか と考 えてお ります。我 々 としては,こ れ を出

来 るだけ活力 のあるか たちで大企 業のなかの組織 と

い う若干変わ ったかた ちで運用 して,ア メ リカのベ

ンチ ャー企業が非常 に活発 に動いているこ とを見習

いなが ら,是 非 これ を成功 させ たい と考 えてお りま

す。我々 と しては,経 済が非常 に流動化 してい るな

かで,我 々 も世界 の常識の なかへ入れる ようなか た

ちでの経営 の構造改革 とい うものを,積 極 的に進 め,

次の時代 についての競争力,存 在価値 とい うものを

高 めてい きたい,と 考 えてお ります 。
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芸園9⑭9

ぽシルク滋一 ドの思い出』

三洋ソフ トウェアサービス株式会社

門 條 司

真 っ直 ぐ続 く一本の舗装道が,地 平線 の彼 方へ見

えな くなる。その道 に寄 り添 うように,電 話線 を支

えてい る電信柱 の列 も遠景 の中に埋 没 して行 く。そ

の昔,こ の地は西域 と呼ばれ,紀 元前 にはすでに燈

火に よる情報伝達の システムが確立 していた。その

蜂火 台の痕跡が時折視 界 に入 るの とは対象 的に,荒

涼 としたゴビの平原 の上 を,現 在 の情報伝達 システ

ムの基盤 である電話線が延々 と続 いている。「そ もそ

も蜂火 による通信 シス テムは,マ イクロ波通信 シス

テムの先祖 ともい える もので,両 者 とも見通 し距離

ご とに中継施設が必要 であ る。…衛星 を使 えば…」

な どと,同 行 の博識氏の講釈が始 まった。車内 シ ン

ポジウムの幕 開 きである。新彊 ウイグル自治区 ,遠

くに天山山脈 を望 んだ天山南路,現 在 のシルク ロー

ドでの一風景 であ った。

少 し古 い話で恐縮であるが,一 昨年 の秋,幾 人か

の仲間達 とシルクロー ドの一部 を旅す る機 会 に恵 ま

れ た。仲 間の知 り合いで,中 国内陸部 の ウルムチに

住 む人達 の伝 を頼 っての手作 り旅行 である。必然的

にウルムチが起点で あ り,そ こでチャーター したマ

イクロバスで,少 し東南へ進 んだ後西へ進路 を取 っ

たため,敦 燈 な ど何箇所 かの定番の地は訪 れるこ と

がで きなかった。行 けたのは,ト ル ファン⇒ コルラ

⇒ クチ ャ⇒ アクス⇒ カシュガル とい う,天 山南路沿

いのオアシス諸都 市であ る。

ウルムチは,新 墓 ウイグル自治区の区都 でかな り

大 きな都市 といえる。広 々 としたメインス トリー ト

の街路樹 わ きに,近 代 的な ビルやホテルの林立す る

新市街 と,狭 い路地裏 に人々の甲高 い声が響 きわた

り,そ れ に羊の鳴 き声 の混 じる ような喧躁 に包 まれ

た昔 なが らのバザールのある旧市街が ,対 照 の妙 を

醸 していた。ここはウイグル族 をは じめ とする ,い

わゆる少数民族が数多 く居住 している。街 に繰 り出

した際 とある百貨店風 の店 で買 い物 をした。その

とき計算 に使われた算盤 を見 て ,彼 の博識氏 は即座

にカメラを取 り出 してパ チ リ,パ チ リと始めた。梁

上 に2個,梁 下に5個,合 計7個 の珠 を有す るもの

で,原 始 タイプの算盤であ るとい う。

ウルムチでは また,新 彊大学 を訪問する機会が あ

り,コ ンピュー タ関係 の コース を見学 させ て もらっ

た。コンピュー タの実習室 では ,学 生達が熱心 に実

習 を している。機種 は,PC/ATな い しはその互

換機 らしい。案内人の説明で 目を向けたデ ィスプ レ

イ上 には,み みずのは っている様 な文字 が踊 ってい

た。 ウイグル文字であ る。 ウイグル文 は ,横 書 きで

しか も文字 を右か ら左 に書い てい くそ うで ,デ ィス

プ レイ上で も,右 端 か ら文字が表 れる。聞いてみ る

と,デ ィスプ レイ装置 を改造 して走査線 の方向 を逆

に している とい う。 なるほ どよ く見てみる と,本 来

な らば,例 えば"A:＼ 〉"と 左 詰めで表示 される

べ きMS-DOSの プ ロンプ トが
,"〉 ＼:A"の よ

うに右詰めで表示 されていた。そのあた りで何 とな

く分 か った ような気 にな り,ウ イグル文字の出力見

本 をももらってその場 をあ とに した。ウイグル文字

の入力 は ど う していたの か ,各 文字 には どの文字

コー ドを割 り当てていたのか ,あ るいはデ ィス プレ

イ用 の フォン トはROMに 焼 いた もの を使 っていた

のか等 々,聞 き損 じた事柄のあ ることに気付 いたと

きは後の祭 であ った。

バス ツアーの最初 の 目的地 トルフ ァンには
,標 高

1500mを 越す天 山山脈 の峠 を越 えて行 く。到着 地は

中国で最 も標高の低 い盆地で,底 の部分 に湖があ り,

その湖面は海抜 約一150mで ある。筆者 の腕時計 に

は気圧 をもとに した高度計が付 いてい るのであるが
,

地上 で普通 に計測 して"-150m"と い う表示 を見

るのは初めてで,い ささか興奮 したのを覚 えている。

トルファンを起 点 と して ,西 遊 記に も出て くる火

焔 山の燃 える ような山並 や,近 くの千仏 堂、い くつ

かの故城 な どを見 て回 った。中で も,高 昌故城 は,玄

　 三蔵 ゆか りの地 として趣深か った。かつての高昌

国の都城の跡であ り,三 蔵 法師が仏教の教典 を求め

て イン ドに行 く途 中こ こに立 ち寄 ったら しい。時の

国王が,彼 にそこに住み着 くことを強要 したよ うで
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あ るが,彼 は一箇 月間ほど熱心 に仁 王経 を講義 した

後,イ ン ドに旅立つ こ とを認め させた。10年 ほ ど し

て イン ドか らの帰途,か つ ての約束 を守 って玄笑が

再 びこの地 を訪れた とき,か の高 昌国は唐 によって

す でに滅 ぼされていた とい う。

天山南路 は,ト ル ファンか ら天 山山脈 に入 り,ウ

ルムチ方面 とは別 方向 に山 を越 える。峠 は,標 高

2000mを 越す 険 しい もの であ り,山 脈 を抜 けて も

1000m程 度の乾いた大地が続 く。右 に天 山山脈,左

奥 に見番 山脈 を望み なが ら,タ クラマ カン砂漠 の北

辺 をオアシス沿 いにカシュガルにまで至 る。かつて

玄　 もここを通 った。厳 しい道程 を もの ともせ ず行

動 した人 々によって,重 要 な知識の伝搬 が担 われ

ていたか もしれない時代 に,し ば し想い を馳せ た。

バス旅行 の終着 地 カシュガルは、中近東の イメー

ジに近い ウイグル族の町で,古 くよ り,タ クラマカ

ン砂漠か らパ ミール高原へ の入 り口と して栄 えたオ

アシスである。我 々は,さ らにパ ミー ル高原 にまで

少 し足 をのば し,標 高約3800mに あるカラクリ湖 と

い う美 しい湖 の畔 か ら,7546mの ムス タグ ・ア タ峰

の雪 を頂いた景観 を楽 しんだ。道はパ キス タンへ と

通 じ,桃 源郷の呼び名 もあ るフンザの地や今 もガ ン

ダーラ遺跡の残 る地域へ と続いてい る。「この次は,

パキス タンに行 こう。」「いや,チ ベ ッ トの ラサ だ。」

な どと次 回 を期待 しなが ら,全 行程1500kmに お よぶ

バ スの旅 は終了 した。残 るは ウルムチへ の帰 還で,

それ はカシュガルか ら飛行機でた った数時 間の旅 で

ある。
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JIPDECだ よ り一鋒部 室 センタ
'舌動 状 況

⇔⇔ 総 務 部 村村

1.理 事会の開催

平成7年9月20日(水)に 平成7年 度第2回 理事

会が開催され,次 の議案が審議 ・承認されました。

・平成7年 度事業計画の変更について

・特別会計の設置について

・平成7年 度収支予算の変更について

・平成7年 度における借入金の限度額の変更につ

いて

・組織規程の変更について

・諸規程について

・従たる事務所の業務の変更について

・平成7年 度補助金の受入れおよびこれに伴 う補

助事業の実施(追 加)に ついて

2.付 属機 関の発足

平成7年 度第1回 理事 会(6月15日 開催)お よび

第2回 理事会(9月20日 開催)の 承認 を受け,STEP

推進セ ンター(平 成7年7月1日)お よび先端情報

技術研究所(平 成7年10月1日)の2つ の付属機関

が発足 いた しました。

STEP推 進セ ンターでは,(社)コ ンピュー タグ

ラフィック協 会か らの業務移管 を受け,製 品モデル

デー タの表現 と交換 に関す るISO(国 際標準化機

構)の 国際規格 であるSTEP(Standardforthe

ExchangeofProductmodeldata)の 標準化お よび

実用化 に関する調査研究や普及啓蒙事業 を行 います。

また,先 端情報技術研 究所 では,情 報技術開発の

促進 に必要 な内外 の先端的技術 開発 や,こ れ らを活

用 した産業の動向,諸 外 国 における技術開発に関連

す る政策や制度等 についての調査研究 を行 うととも

に,第 五世代 コ ンピュー タ技術 の研究成果(IFS:

ICOTFreeSoftware)の 普及業務 を行 います。

3.賛 助会員研究会の開催

賛助会員を対象に時宜に適 したタイムリーな話題

や当協会の事業活動成果などを紹介する賛助会員研

究会を次の通 り開催 しました。

第1回

日 時:平 成7年7月17日(月)

場 所:機 械振興会館6階66号 室

テーマ:イ ンターネッ トの新たな展開の方向と

課題

講 師:① インターネットのビジネス利用の展望

(株)野 村総合研究所会社 ・地域研究

本部事業企画室研究員 藤元 健太郎

② アジアへのインターネット展開にお

ける問題点

工業技術院電子技術総合研究所通信

知能研究室主任研究官 田代 秀一

第2回

日 時:平 成7年9月14日(木)

場 所:世 界貿易センタービル

CAIT7番 教室

テーマ:STEPの 現状 と動向

講… 師:①STEP:ISO第 一版の内容 と利

用状況`

当協会STEP推 進センター主任研

究員 安藤 真佐男

*② 生産インフラとしてのSTEP

北海道大学工学部教授 岸浪 建史

*② は,本 誌寄稿解説で詳論

第3回

日 時:平 成7年9月29日(金)

場 所:東 京郵便貯金会館3階 牡丹の間

テーマ:1995-96年 版システム監査白書の要点

講 師:駿 河台大学文化情報学部教授

鳥居 壮行

(株)三 菱総合研究所産業技術部長

山崎 隆義
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第4回

日 時:平 成7年11月17日(金)

場 所:機 会振興会館B1研 修2号 室

テーマ:情 報システムの災害対策

講 師:① 情報システム安全対策基準のポイント

通商産業省機械情報産業局情報処理

振興課課長補佐 小森 聡

②阪神 ・淡路大地震iに見る情報システ

ムの安全性

日本電気フィール ドサービス(株)

企画部長代理 川野 健一

⇔ ◆ 情報セキュリティ対策室 村 ◆

1.セ キュリテ ィ対策 に関 する調査研 究

通産省の 「セキュ リテ ィ ・プライバ シー問題検討

委員会」 は,平 成7年1月 の 「中間取 りまとめ」 に

おいて,情 報 システムのセキュ リテ ィ施策お よび個

人情報保護等 のプライバシー施策 を,情 報技術の進

展等 に よる情報環境 の変化 に対応 させ る必 要性 と,

その方向性 を明 らか に しました。

情報 セキュリテ ィ対 策室 では,上 記 「中間取 りま

とめ」を受 けて次の事項 について調査研究 を実施 し

てい ます。

(1)ハ ッカー ・コンピュータウイルス対 策のあ り方

(2)暗 号 ・認証問題 につ いての対応

(3)プ ライバ シー保護対 策のあ り方

(4)電 子計算機 シス テム安全対 策基準 の見直 し

(1)ハ ッカー ・コンピュ・一タウイルス対策のあ り方

ハ ッキ ングお よび ウイルス投与等 の不正 アクセ

ス行為は,ネ ッ トワーク化の進展やパ ソコン等 の

導入が促 進 されるにつれて増加す ることが見込 ま

れてお り,そ の対応策 の確立 が急 がれ てい ます。

そのため,予 防的お よび事後 的な措置の両面か ら

検討 を行 い,予 防措置 の一環 と して 「コンピュー

タウイルス対策基準」を改訂 し,本 年7月7日 に

通産省 より告示 され ま した。また,予 防 ・事後的

措置 と して,総 合的 な観点か らセキュ リテ ィ環境

を保全す るための行政活動,お よび保全活動 に反

す る行為 への罰則規定等 の行政法的措置 のあ り方

について検討を行っています。

(2)暗 号 ・認証問題 についての対応

今日,世界的規模のコンピュータネットワークで

あるインターネットが商取引への利用の側面から脚

光 を浴びていますが,反 面,デ ータの改ざん,盗 聴

等セキュリテ ィ上の課題が懸念されています。これ

らの問題に対 しては,暗号技術の活用が効果的であ

り,特 に暗号鍵の発行局を利用 して通信(取 り引

き)相手 を特定する認証技術は,電子的取引きにお

いては不可欠とされています。そこで,暗号鍵の管

理とその運用体制等について検討 してきました。

(3)プ ライバシー保護対策のあり方

個人の情報は,私 たちが知 らず知らずのうちに

流通 し利用 されていることがあります。全 く知ら

ないところか らダイレクトメールが配達された り

することもその表れです。ネッ トワーク化等が進

展 して,個 人の情報も含めた各種の情報がや り取

りされるようになると,目 的外に使用される機会

が今 まで以上に多 くなるとともに,そ の流通 ス

ピー ドと範囲が一段 と拡大されると懸念 されてい

ます。そのために,特 に個人の情報 を扱っている

組織については,目 的外の使用を制限する歯止め

を設け関係者に周知することが必要ですが,こ の

歯止めのあり方についての方策を調査研究 してい

ます。また,情 報が国境を超えることも簡単にな

るため,EC委 員会では一定水準以上のセキュリ

ティ対策とプライバシー保護措置を講 じていない

国とのネットワーク接続を拒否しようとする動 き

があ り,そ れも視野に入れて検討しています。

(4)電 子計算機システム安全対策基準の見直 し

わが国では,通 産省が策定 した 「電子計算機シ

ステム安全対策基準」に基づいて,個 々の組織が

電子計算機システムの特に建物やハー ドウェア設

備の面で安全対策を講 じています。 しか し,分 散

処理形態の進展等に見られる情報環境の変化や阪

神大震災の経験を踏まえて,新 たな基準の策定が

提言されましたので,こ れに応えるべ く同基準の

改訂作業を行いました。その結果,名 称 を 「情報

システム安全対策基準」と改めて,去 る8月28日

に通産省より告示 されました。
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2.シ ステム監査 に関する調査研究 および普及啓蒙

(1)シ ス テム監査基準の改訂

わが国の シス テム監査 は ,昭 和60年 に通産省 か

ら 「システム監査基準」が公表 され ,翌61年 か ら

情報処理技術 者試験 の区分 に加わ った ことで本格

的 に行われ るようにな りま した。その後10年 を経

過 した今,情 報処理技術者試験 に合格 した システ

ム監査人 も3千 人 を超 えるほどにな り
,シ ステム

監査 基準 を活用 して システム監査 を実施す る企業

等 が着実 に増加 し定着 して きました。 しか しなが

ら10年 の歳 月は,情 報 システ ム環境 を大 きく変化

させ,特 に最近の変化 は著 しい ものがあ り
,シ ス

テム監査基準の適用 において も課題が指摘 され る

ようになって きま した。そ こでシステム監査基準

につ いて,本 年11月 を目標 に ,改 訂のための見直

しを進めてい ます。

(2)シ ステム監査企業台帳の取 りまとめ

通産省が平成3年 か ら実施 しているシステム監

査企業を登録する制度に基づ き,「システム監査企

業台帳」 を取 りまとめる とともに,同 台帳 を通産

局,各 地の商工会議所,公 的図書館等 に配布 し,シ

ステム監査の普及に努めています。今年度 は
,昨 年

度 よ り2社 増えて60社 の企 業が登録 され ました。

(3)シ ステム監査学 会 との連係 に よる普及啓蒙 活動

情報セキ ュ リテ ィ対策室 は,シ ステ ム監査学会

の事務局 も務め てい ます。当学 会は ,毎 年5月 の

研 究大会 と10月 の公 開シ ンポジ ウムを開催 してい

ます が,10月 の公開シ ンポジウムで は情報 シス テ

ムの災害対策 をテーマ に阪神 ・淡路 大震 災の体験

を発表 していただ き,定 員 をオーバ ーす るほ どの

大盛 況の内 に終 了 しました。

また,シ ス テム監査学会 との共編 で ,「システム

監査 白書1995-96年 版」 を9月29日 に発行 しまし

た。

3.認 証実用化実験協議会の運営

認証実用化実験協議会は,前 述の 「セキュリティ・

プライバシー問題検討委員会」の 「中間取 りまとめ」

を受けて,電 子取引の実運用に向けた基盤技術 とし

ての暗号技術や制度面の研究 ・開発を目標 に,本 年

3月20日 に設立されました。セキュリティ対策室で

は,当 協議会の運営事務局を担ってお り,発 足以来,
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活動を開始するための環境整備等を進めてきました
。

8月 末より会員の募集に努め,現 在44社 の参加 を得

て,本 格的に活動を開始 しました。

本年度は,電 子商取引き不可欠である本人認証の

ための公開鍵の登録 ・管理 を実現するシステムのあ

り方について技術的,制 度的側面か ら検討を加える

とともに,暗 号方式の調査研究も進めています
。

村⇔ 調 査 部 ⇔特

1.情 報化 に関す る海外向 け広報

わが国の情 報化の実情 を海外 に広報す るため
,英

文誌 「JIPDECI㎡ormatizationQuarterly」 を年4

回発行 し,海 外 の政府機 関,情 報処理関連企業 ,在

日外 国大使館等 に送付 してい ます。平成7年 度 の第

1号(No.102)と して 「移動体通信 とPHSの イン

パ ク ト」 を発行 し
,今 後,情 報 シス テム ・セキュ リ

テ ィ関連等 について取 り上 げ る予定 です。

2.日 独情報技術 フォーラムの開催

平成7年 度 は平成8年 の4月 ～5月 に ドイツで開

かれる第10回 フォー ラムの準備期 間にあた ります
。

10月31日 に第2回 推進委員 会 を開催 し,次 回フ ォー

ラムの発表 テーマ,ス ピー カなどを検 討 しま した
。

3.情 報化白書1996年 版の編集 ・発行

96年5月 の発行 を目指 し,現 在 「情報化白書1996

年版」の企画 ・編集作業を進めています。情報化白

書編集委員会(委 員長:石 井 威望慶応義塾大学環

境情報学部教授)お よび専門委員会(主 査:廣 松

毅東京大学教養学部兼先端科学技術センター教授)

を立ち上げて検討を進めてきた総論および各論案に

基づき,10月 下旬か ら原稿の執筆段階に入 ります
。

今回の総論 では,イ ンターネッ トに代表 されるグ

ローバルネットワークの進展により革命ともいうべ

き大 きな転機 を迎えている情報化の動向について
,

産業とパーソナル分野 に焦点を当て,分 か りやすい

読み物 としてまとめる予定です。

4.情 報化月間の実施" .

平成7年 度の情報化月間が開催されました。情報
よ

～
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化月間は,通 商産業省を始めとす る関係9省 庁が中

心 になり,10月 を情報化月間 と定め,国 民各層に情

報化に関する認識と理解を深めることを目的に毎年

実施 しているものです。

本年度の情報化月間の幕開け行事 として,10月2

日(月)に 「情報化月間記念式典」が情報化月間推

進会議(議 長:井 川 博 財団法人日本情報処理開

発協会会長)の 主催により,東 京全 日空ホテルにお

いて挙行され,情 報化の促進に多大の貢献があった

個人,企 業等への各大臣表彰 と優秀情報処理システ

ムへの情報化月間推進会議議長表彰がそれぞれ行わ

れた 「全国高校生 ・専門学校生プログラミングコン

テス ト」の入選者に対 して も通商産業大臣から表彰

が行われました。さらに,全 国各地で地方自治体,諸

団体等によって講演会,展 示会等様々な行事が開催

され,多 数の来場者があ りました。

なお,情 報化月間の詳細 につ きましては,本 紙

JIPDECREPORTを ご参照 ください。

5.コ ンピュータ ・トップセミナ ーの開催

平成7年8月30日 ～9月1日 の3日 間,平 成7年

度第1回 トップセ ミナーを19省 庁か ら課長職 を中心

に19名 の方 々にご参加 いただ き開催 しました。

2泊3日 の集 中研修 である本セ ミナーはパ ソコン

実習,講 義,事 例見 学,専 門家 による講演 で構成 さ

れてお り,参 加者の方々か らは 「パ ソコン実 習や講

義,事 例見学 などの プログ ラムを通 じて,情 報化 に

対 する理解 と認識 を深 めるこ とがで き,今 後 の行 政

事務 に役立てる ことがで きる。」とのご感想 をい ただ

いています。

6.講 演 ・セ ミナーの開催

(1)「 コンピュー タウイルス対策基準特別講演会」

通商産業省 によるコンピュー タウイルス対策基準

の改訂 に合わせ,標記講演会を下記の とお り開催 し,

関係各方面より多数のご参加 をいただ きました。

日 時 平成7年7月24日(月)～25日(火>

10:00～16:10

場 所 銀座 ヤマハホール

参加者301名z

プログラム'

7月24日.t・1'・

内外 のコン ピュー タウイルスの現状

情報処理振興事業協会

中村 達

ネ ッ トワー ク利用者 に見 る

コン ピュータウイルスの事例 と対 策

SystemSite

齋藤 孝 明

通商産業省 のセキュ リテ ィ施策 と

コンピュー タウイルス対策基準 について

通商産業省

小森 聡

コンピュータウイルス対策基準

① システムユーザ基準

三菱 自動車工業㈱

長谷川 隆

②システム管理者基準

横河電機㈱

上村 光生

7月25日

コンピュータウイルス対策基準

③ ソフトウェア供給者基準

富士通㈱

田中 正憲

④ ネットワーク事業者基準

日本電気㈱

宮内 宏

⑤システムサーピス事業者基準

㈱ジェー ド

村上 誠治

ノ寸ネルディスカッション

一コンピュータウイルスの今後の動向と

防止対策一

コーディネータ

情報処理振興事業協会

伊藤 章

パネリス ト

情報処理振興事業協会

中村 達

Sy8temSite

齋藤 孝明

㈱ジェー ド

村上 清治

ぺ糠 ■
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中央大学

通商産業省

渥美 東洋

小森 聡

(2)「 コ ンピュー タウイルス対 策基準説 明会」

上記講演会 と同様,通 商産業省 の コンピュー タ

ウイルス対策基準の改訂 に合わせ,同 基準の説明

会 を全 国8ヵ 所 で各通産局,情 報処理振 興事 業協

会,当 協会の共催で開催 しました。

説明会では,国 内におけるコンピュー タウイルス

被害状況,改 訂 基準 についての解説 を行 い ま した。

各地での開催 状況は下記 の とお りです。

①東北

日 時 平成7年9月14日(木)13:00～16:30

場 所Navis(仙 台 ソフ トウェアセ ンター)

参加者128名

② 北海道

日 時 平成7年9月18日(月)13:30～17:00

場 所 北海道通産局(第 一合 同庁舎 講堂)

参加者45名

③ 九州

日 時 平成7年9月20日(水)13:30～17:00

場 所 九州通産局(福 岡合同庁舎 大会議室)

参加者73名

④ 中国

日 時 平成7年9月21日(木)13:15～16:45

場 所 広 島 八丁堀 シ ャンテ

参加者77名

⑤ 四国

日 時 平成7年9月22日(金)13:30～17:00

場 所 高松商工会議所

参加者42名

⑥ 中部

日 時 平成7年10月2日(月)13:30～17:00

場 所 名古屋 ソフ トウェアセ ンター

参加者103名

⑦ 近畿

日 時 平成7年10月3日(火)13:30～17:00

場 所 近 畿通産局(第 一合同庁舎 講堂)

参加者128名

⑧ 沖縄

日 時 平成7年10月13日(金)13:30～17:00

場 所 那覇 サザ ンプラザ海邦

参加者89名

(3)「 シス テム監査基準特別講 演会」(未 定)

通商産業省 では,昭 和61年 に策定 した 「システム

監査基準」の改訂 を11月 を目標 に予定 しています。

当協 会では,同 基準の改訂 に合わせ て標記特 別

講演会 を開催す る予定です。現在の ところ,時 期

等詳細 について は未定です が,開 催 の場 合のパ ン

フ レッ トを希望 される方は 「システム監査基準特

別講演会パ ンフレッ ト希望」とご記入の上,FAX

で当協 会調査 部普及振興課(FAXO3-3432-9389)

までお送 りくだ さい。

詳細 が決定次 第,ご 案内 します。

7.新 規 出版物刊行 ・頒布

(1)改 訂版 「コ ンピュータウイルス対策基準解説書」

の刊行

通商産業省 によるコ ンピュータウイルス対 策基

準の改訂 に合 わせ,改 訂版 「コンピュー タウイル

ス対策基準解説書」 を刊行 しました。

ご入用の方 はFAXに て当協会調査 部普及振興

課(FAXNQO3-3432-9389)ま でお申込 み下 さい。

改訂版 「コンピュー タウイルス対 策基準解説書」

B5版204ペ ージ 定価2,200円(送 料 別)

(2)改 訂版 「システム監査基準解説書」の刊行(予 定)

通商産業省 による 「システム監査基準」の改訂が

行 われた場合,現 在当協会で発行 している 「システ

ム監査基準解説書」の改訂版 を作成する予定です。

時期,金 額等 については未定ですので,詳 細 につ

きましては「システム監査基準解説書パ ンフレッ ト

希望」とお書 きの上,FAXで 当協会調査部普及振

興課(FAXNQO3-3432-9389)ま でお送 りください。

詳細 が決 定次 第,ご 案 内 します。

⇔⇔ 開 発 部 ⇔軸

グローバル インベ ン トリ・プロジェク ト(GlP)に

お ける日本(通 商産業省)イ ンベ ン トリの構 築 ・運用

1.位 置付 けとその意義

95年2月24日 に開催 され た'G.7情 報 通信担 当閣僚

一33一



会議 で11の 共同プ ロジェ ク トが提案 され,こ の うち

のひ とつが 「グローバル ・イ ンベ ン トリ ・プロジェ

ク ト(GIP)」 です。これは,情 報社 会の知識及 び

理 解の さらなる促進 に関連 した国際,国 家プロジェ

ク トな どの情報 を蓄積 したマルチメデ ィア ・イ ンベ

ン トリを構築す るこ とを目的 と してお り,国 際的 イ

ニ シアチブに基づ いてG7各 国 とECが 参加 し,そ

の実現 に向けてス ター トしてい ます。

GIPは,短 期 的にはG7各 国お よび欧州共同体

(EC)に おいて現在進行 中あるい は計画 中の主要な

情報社 会 に関連す る各種 のプ ロジェク ト情報のデー

タベースの構築 に焦点 をあてています。長期的 には,

知識 ア イデア,解 決策の 「正確で全て にオー プン

な地球規模の情報資源」 を構 築するため,G7以 外

の国々の計 画 をも包含す るインベ ン トリへ と広 が る

ことが期待 されてい ます。

GIPの 主 な3つ の 目的は,

・情報社会の促 進のための情報提供の 国際的 な問

い合 わせ窓 口となるこ と。

・情報 社 会に関す る最 も重要 な国 家 ,国 際 プ ロ

ジ ェク トに関 して フリーな情報 交換 が行 え る

ネッ トワークを構築す るこ と。

・情報社 会の実現の ため行 われる様 々な活動 につ

いて理解 を深め るために,そ のデー タベ ースを

構築 し運用 しその 中味 を分析す るこ と。

です。その実現 のために各国の既存の活動 による情

報収集 や利用可能な リソースはで きるだけ活用する

ことに しています。新 たな行 政組織 は作 らず,各 国

の協 調関係 お よび国際電気通信連合(ITU)や 経

済協力開発機構(OECD)な どの国際機 関 との協

力体制 を主軸 としてプロジェク トを進めてい くこ と

になってい ます。

2.全 体の概要

現時点で は,各 国のイ ンベ ン トリに掲載 される情

報 として,国 家お よび国際 レベルで行われている研

究開発 プ ロジェ ク ト,調 査 プロジェク ト,募 集案内

の情報 の3つ の分野 が決 め られてい ます。 また,掲

載する情報 については,そ れぞれにつ いて最低限記

載 されていなければ ならない項 目を ミニマムデー タ

セ ッ ト(MDS)と して規定 して い ます。 なお,

MDSは,母 国語 と英語 で表記 する こととしていま

す。各 国の イ ンベ ン トリにアクセ スす るには,現 在

インターネ ッ ト上 における情報 アクセス手段 の実質

的標準 となってい るWWW(WorldWideWeb)を

使用 します。参加各国は個別 に保有す るナシ ョナル

インベ ン トリ(NI)を 活か しつつ,NIを 相互 に

乗 り入れて,グ ローバルイ ンベ ン トリ(GI)と し

てユーザが情報 を自由に とり出せ るようになってい

ます。 このため,WWWが 本質的 に持 っているfブ

ラ ウズ機 能」 と,大 量 デ ー タの 中か らあ る特 定 の

データを取 り出す 「検索機能」 を各 国のNIで 実現

す ることがで きます。また,NIと しての検索機能

だけで な く,GIと しての検索機能 を実現す るため,

コーデ ィネー タであるECのISPO事 務局(後 述)

では,各 国 ご とのNIに 関す るローカル なインデ ッ

クス をまとめマスターイ ンデ ックス を作 っています。

この ように,全 体 としては,分 散 型(各 国のNI)と

集中型(マ ス ターイ ンデ ックス)を 組み合わせ たシ

ステム となっています。

日本(通 商産業省)イ ンベ ン トリ実現のため,新

た に協 会内 にWWWサ ーバ ーを立 ち上げ,専 用 回線

の敷設 を行 い ま した。WWWサ ーバーには,CERN

3.0を インス トール し,検 索 ツールには 日本語 ウェ

イズサーバー を導 入 しました。

ミニマ ムデーータセ ッ トは 日本語 と英語 による2ヶ

国語 での情報提供 を行 います。WWWサ ーバ ーを立

ち上 げてい るプ ロジェク トにつ い ては,ミ ニマ ム

デー タセ ッ トか らそのサ ーバ ーへ の リンクを張 り,

そのオ リジナルのデー タベ ース に もた どって行 くこ

とがで きます(図 参照)。
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ナ シ ョナ ル イ ンベ ン トリ(日 本)

灘

ナ。。ナル。。べ。,り/1

ナ シ ョナ ル イ ン ベ ン トリ

ナ シ ョナ ル イ ンベ ン トリ

θ

シ ョナ ル イ ン ベ ン トリ(仏)

シ ョナ ル イ ンベ ン トリ(英)

(独)ナ シ ョナ ル イ ンペ ン トリ(伊)

図 グローバル インベ ン トリの イメー ジ

3.本 年度の実施体制 と作業内容

(1)実 施体制

GIPは,G7お よびECの 既存 の資産 の枠組

みで実現す ることとしてお り,幹事 はECが 務め,

実 際 の コー デ ィネ ー タ は欧州 委 員 会ISPO

(lnformationSocietyProje(tOffice)事 務局が担

当 してい ます。これ までにG7情 報通信 担当閣僚

会議の フォローア ップ ミーテ ィングが3回 開催 さ

れ,GIPの 具体 的構築方法につ いて検討が重 ね

られてい ます。現在,詳 細 なアーキテクチ ャや機

能 については,ISPO事 務局 を中心 とする電子

メールに よるオ ンライ ン ・ディスカ ッシ ョンによ

り検討 を進め てい ます。当協会 においては ,日 本

(通商産業省)イ ンベ ン トリ開発のため,開 発 部内

にグローバ ルイ ンベ ン トリ推進室 を7月1日 に設

置 しました。 この推進室 は,全 体 のプロジェク ト

管理 を行 う管理者,お よび 日本(通 商産業省)イ

ンベ ン トリの開発 を行 うネッ トワーク技術者 によ

り構成 されています。

(2)作 業内容

本 年度 の作業 としては,ま ず技術 的な可 能性 の

検討 と して,シ ステムアーキテ クチ ャお よび検索

ツールについて調査 を行い ます。その上で専用回

線 の敷設及び インターネ ッ ト加入,サ ーバーマ シ

ンな どの設 置お よび基 本 ソ フ トウエ アの インス

トール等 の計算機環境 お よびネ ッ トワー ク環境 の

整備 を行い,日 本(通 商産業省)イ ンベ ン トリに

おいて情報提供す るプロジ ェク トの選定 と ミニマ

ムデー タセ ッ トの項 目設定 ,サ ンプルデータの収

集 と翻訳,ホ ームペ ージの作成,検 索 ツール を用

いた検索機能 の実現 ,パ イロ ッ トモデルの稼働 お

よび運用 などを実現するこ ととしています
。

⇔Alフ ァジー振興センター ⇔

1.ネ ッ トワークAlの 調査研 究

最近の情報 システムの ネ ッ トワー ク化やマルチ メ

デ ィア等の情 報技術 の 進展 に と もない
,人 工知 能

(AI)技 術の分野 において も,こ れ までの分散AI

技術 とネッ トワー ク技術 の統合 に関する研究が活発

になって きてい ます。

本調査研究 では,こ れ らの技術 の統 合 をテーマ と

す る 「ネッ トワー クAI」 についで ,基 盤技術 と応
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用 の両面か ら調査研 究 を行 い ます。

基盤技術 に関す る調査研 究で は,高 速 ネ ッ トワー

ク等 の通信技術,次 世代 ネ ッ トワーク/フ レキ シブ

ル ネ ッ トワー ク等 の アー キテ クチ ャな ど,ネ ッ ト

ワークの インテ リジェ ン ト化 に関する検討 を行 うと

ともに,協 調 ・分散 ・並列処理技術の関連で は,エ ー

ジェ ン トやオブシェク ト技術 につい て,知 識処理 に

関連す る もので は,分 散AI技 術 をは じめ,知 識共

有 と再利用,知 識ベ ース,デ ー タベース,知 的 イ ン

タフェース などにつ いて調査研 究 を行 い,「 ネ ッ ト

ワー クAIjに お ける基礎技術 の整理 を行 う予定で

す 。

応用 に関す る調査研究 では,エ ージェ ン ト技術の

応用 として,会 議 スケジュー リングや ネ ッ トワーク

内に分散す るデー タベース などか らの情報収集 な ど

を取 り上 げ,ま た,企 業 システム(CALS,EC),産

業 システム(CIM,IMS),社 会 システム(防 災,エ

ンターテ ーメ ン ト)な どを対 象 に,「 ネ ッ トワー ク

AI」 の応用分野 について検討 を行 う予定 です。

調査研究 は,ネ ッ トワークAI専 門委員会(委 員

長:石 田 亨 京都大学工 学部教授)を 設置 して実

施 し,調 査研 究の期 間は本年度 よ り2年 間を予定 し

ています。

2.講 演会 「画像情報処理技術の展望と課題」報告

第1回 先端情報技術講演会は 「画像情報処理技術

の展望 と課題」と題 して下記のとお り開催いた しま

した。

日 時:平 成7年9月21日(木)13:00～17:00

会 場:中 央大学駿河台記念館^

テーマ①マルチメディアにおけるディジタル映像

処理技術

講師 田村 秀行 キヤノン㈱情報メディア研

究所所長

テーマ② ファジィ技術 を応用 した画像処理の現状

と展望

講師 廣田 薫 東京工業大学大学院教授

参加者51名

3.人 工生命ワークショップ記録の頒布

今年1月10日 に 「人工生命研究の課題 と展望に関

するワークショップ一人工生命は新 しいパラダイム

とな りうるか?一 」 を開催 しましたが,こ の速記録

を頒布 してお ります。内容 は,

セ ッシ ョン1人 工生命(AL)はAIの 新 しいパ

ラダイム とな りうるか?

セ ッシ ョン2人 工生命(AL)は 生物学の新 しい

パ ラダイム とな りうるか?

セ ッシ ョン3人 工生命(AL)は 工 学の新 しいパ

ラダイム とな りうるか?

の3部 か らなってい ます。

この ワークシ ョップには人工生命分野の国内の第

一線研究者約40名 が参加 し活発 な意見が交わ され ま

した。今回,参 加 者以外 の方 々に も,こ の記 録 を頒

布す る ことになった ものです。

人工生命研究お よび関連分野 に関心 をお持 ちの方

のご利用 をお薦めい た します。

お申込 み ・お問い合 わせば

RO3-3432-9390FAXO3-3431-4324ま で

⇔ 産業情報化推進センター ⇔

産業情報化推進センターでは,産 業界における情

報化の健全な発展 と普及啓蒙を図るため,各 業界と

の連携 を図りつつ,各種の課題に取 り組んでいます。

現在の活動状況を以下にご紹介 します。

1.ビ ジネスプロ トコルに関する検討

(1)業 際EDIパ イロットモデルの調査 ・研究 ・開発

EDIに よって交換されている情報は現在,受

発注処理などの南流分野のものがほとん どです。

受注から生産,決 済などある取引全体から見れば,

EDIが 利用されているのは一部分に過ぎません。

このことが,業 務全体 を合理化する観点からは

ネックになっているのが実情です。当センターで

は92年度から広範な事業分野をリンクさせるパイ

ロット事業を通商産業省 より受託 していますが,

95年 度か らは請求支払分野 をEDI化 するパイ

ロット事業を行っています。

具体的には,手 作業で行われている売掛金の消

し込み処理の電子化を検討することとし,本 年度

は,来 年度からの具体的検討のベースとなる基礎

調査 を行っています。
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(2)物 流EDIの 国内標 準化

平成3年 に,(株)村 田製作所 ,日 本 ロジテム

(株)間 でわが 国最初の本格的 な物 流EDIが 導入

され,稼 働 開始 しま したが,そ の後 ,導 入す る企

業 が増加 し,現 在,10数 社 になってお ります。

これ らは,全 てCII標 準 で運用 されてい ます

が,標 準 メ ッセージが完全 には統 一 されてお らず ,

2種 類 の メッセージが使 われてい ます。将来の広

範 な普及のため には標準 メ ッセージが統一 されて

いるこ とが望 ま しいので ,関 係業界 団体 である物

流EDI推 進機構,(社)日 本 ロジス ティクス シス

テム協 会,(社)日 本電子機械工 業会の協力 と通商

産業省,運 輸省 の支援 を得 て,共 通標準 メ ッセー

ジの開発 を開始 しま した。本年度 中に,運 送依頼

な ど数種の標 準 メッセージ を開発 する予 定です。

2.ユ ーザシステムの高度化 に関する検討

(1)EDI向 け 「新手順」 の開発 ・普及

オープンなEDIを 実現す る新 しい情報通信手

順 と して,OSI・FTAM準 拠 によ り開発 した 「F手

順」 の製 品化 を支援 して きま した。今 年度 もF手

順 関連 ドキュメン トの維持管理 お よび,製 品の利

用拡大 に必要な活動 を行 い ます。 また,パ ソコ ン

をベ ース と した 「PC-F手 順」の相互運用性検

証 システムの検討 ・開発 を行 い ます。

(2)OSI等 利用促進

OSI等 に関連 したセ ミナーの開催 など,OSI

等の利用 を促進 するための活動 を行 い ます 。さら

に,EDIの 国際的広が りと多様 化に対応す るた

めOSI-MHSを ベ ース とす るEDI用 通信手順 の

調 査 ・研 究 を行 うとと もに,広 く普及 して い る

TCP/IPな どOSI以 外 の通信手順 につ いて も調

査 ・検討 を行 う予定です。

3.産 業界の システム化及び それに係 る制度問題 の

調査研 究

産業活動の基盤 としてのEDIが,個 々のネ ッ ト

ワー クの壁 を超 えて水平的 に相互結 合 し,グ ローバ

ルな広が りを持 ったネ ッ トワークへ と移行 しつつあ

ります。 このよ うな動 きは,ク ローズ ドなEDIで

の法的問題 につ いては,当 事者間で一定 の合意 を交

わ してお けば一応の秩序 は維持 で きましたが ,オ ー

プ ンなEDIで は複 数のネ ッ トワークに関係 する事

態 は複雑 にな り,合 意に加わっていない第三者 に拘

束力 を及ぼす ことが難 しい状況 とな ります。この よ

うな観点 か らEDIに かかる法 的問題 を取 り上げ る

こ ととし,と りわけ企 業間の商取引 に係 る 「EDI

標準契約書 」 につ いて検 討す るこ とと してい ます。

特 に,諸 外 国にお いて は,EDIに 関す る標準契約

書(ICC(国 際商業会議所),イ ギ リス ,ABA(全

米弁護士会),フ ランス,カ ナ ダ,ニ ュー ジー ラン ド,

オース トラ リア等)を 作成 している例 が少な くない

ので,わ が国において もかな りの参考 となると思わ

れ ます。今年度の調査研 究のテーマ と しては
,昨 年

度 までの継続的 な研究成果 を踏 まえて,EDI標 準

契約のあ り方 について検討する とともに ,EDIに

特有 な法律事 項 を定めた 「デー タ交換協定書」 を作

成す るこ ととしています。

(参考)

この ような調査研 究 と並行 して通産省 では,以 下

の ような研究会 を実施 してい ます。

通産省で は,産 業構造審議会情報産業部 会産業情

報化小 委員会で まとめ られた 「高度産業情報化 プロ

グラム(平 成7年3月)」 での制度的検討の必要性 が

あ げ られ てお り,そ れ を受 け,本 年4月 ,EC

(ElectrollicCommerce:電 子商取引)に おいて生ず

る現行制度上の問題及び検討課題 を整理 し
,今 後の

EC実 現のための環境整備の方策 を検討す るため に,

通産省機械情報産業局 長及 び商務流通審議官 の合同

の私 的諮問の研究 会(電 子 商取 引環境整備研 究会)

が設置 され ま した。

研究会 の概要 は,次 の とお りです。

(1)基 本的考え方

最近 のパ ソコンな どの急速 な普及 によって,企

業及 び消費者 を含めた広範 なネ ッ トワーク化 によ

り,従 来であ れば特定 の者 のみ であ った ものが
,

一般消費者を含 めた不特 定多数の者が ネ
ッ トワー

ク上 で取 引 を行 ういわ ゆ るEC(Electronic

Commerce:電 子商取引)の 時代の到来 を迎え よ

うとしてい ます。 しか しなが ら,現 在 の法制度が

電子 商取 引 を想定 していないため不 充分及 び不明

確 です。 また,パ ソコ ンネ ッ トワー クを活用 し,

様 々な情報交換 や商取弓[等がなされている ものの,

その実態が必ず しも明 らかでな く,実 態 を もとに
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した法制度の検討が行われてきませんでした。そ

こで,誰 もが安心 してネットワーク上において電

子データによる商取引ができる環境整備 をするた

めに,実 態面に即 した法制度などのルール作 りに

ついて検討することを目的とします。

(注):(ECの 定義)

ECの 定義についてはさまざまな見解がありま

すが,一 般的には「ビジネス上のすべてのプロセス

の情報交換をオープンなネットワーク上で電子化

して行うこと」 というように理解されています。

(2)検 討課題

①ECと いうマーケットの問題

②マーケッティング,ネ ゴシエーション局面にお

ける法制度の検討

③契約における法制面の検討

④資金決済における法制面の検討

⑤消費者保護の観点からの検討

⑥ トラブル時の立証責任 と責任分担

⑦安全対策

⑧取引終了後における法制面の検討(知 的所有権,

プライバシー問題)

4.EDlの 普及促進

わが国のEDIの 普及 ・啓蒙,業 種横断的な共通

課題の検討および関係者の情報交換の場 として,49

(平成7年10月 現在)の 業界団体および関係4省 庁

(オブザーバ)で 組織する 「EDI推 進協議会」の事

務局を担当してお ります。今年度も各種活動の支援

を行っています。また,今 年度は普及研修会を次の

ように3回 開催することにしています。

第1回:平 成7年9月28日(木)

第2回:平 成7年12月14日(木)

第3回:平 成8年3月7日(木)

5.普 及 ・広報

(1)産 業情報化シンポジウムの開催

わが国産業界の情報化を積極的かつ円滑に推進

するために,業 界団体及び企業の経営者 ・実務家

を対象に して,各 種研究成果及び先進的業界事例

の紹介等 をテーマとする産業情報化シンポジウム

を開催 しました。今年度は,11月20日(月),日

経ホール(東 京都千代田区)で,「ECへ の展開に

向け て」 をテ ーマ に,講 演 とパ ネル デ ィスカ ッ

シ ョンを行 いま した。

(2)広 報誌 「産業 と情報」の発行

わが国産業界の情報 化動 向を広 く各方面 に周知

す るため,「 産業 と情報」を発行 し,会 員等へ配付

します。

⇔ 中央情報教育研究所 ⇔

現在中央情報教育研究所においては,通 商産業省

産業構造審議会情報産業部会情報化人材対策小委員

会(以 降,産 構審 という)の 答申に基づいたモデル

研修事業,モ デルテキス ト等の開発 ・販売事業,お

よび調査研究事業等を以下の要領で実施中です。

1.モ デル研修事業

中央情報教育研究所で行われている研修事業には,

主として専門学校の教員を対象とした 「情報処理技

術インス トラクタ研修」と情報処理技術者の育成を

目的にした 「高度情報化人材育成研修」の2種 類が

あ ります。

1-1.情 報処理技術 インス トラクタ研修

この研修は,産 構審がこれか らの情報化を担う人

材 として類型化を行った新情報化人材を育成するた

めの指導者向けの研修です。

この研修では,新 情報化人材を育成するための標

準カリキュラムのうち,「第二種共通カリキュラム」,

「教育エンジニア育成カリキュラム」,「システムア ド

ミニス トレータ育成カリキュラム」に関連 した研修

を実施 しています。

研修の主な対象者は,情報処理教育に現在携わって

いる専門学校や高等学校等の教員の方々および企業内

の教育担当者 となっています。本年度既に実施された

研修 と今後予定されている研修は,次 の通 りです。

(1)平 成7年10月 迄に終了 した研修

・システムア ドミニス トレータ育成の指導ポイント

(4回 うち1回 は大阪開催)

・第二種共通カリキュラムの指導ポイント(2回)

・システム開発の基礎(仙 台開催1回)

・システム技術の最近の動向

一オープンシステム/ネ ットワークシステムの
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動向(1回)

・システム技術 の最近 の動 向

一デー タベ ースの動 向一(1回)

・システ ム技術 の最近 の動 向

一マルチ メデ ィアの動 向一(1回)

・内部設計の基礎 的能力の指導 ポ イン ト(2回 う

ち1回 は大阪開催)

・マ イコン応 用 システム設計 の基礎 的能力 の指導

ポ イン ト(1回)

・教育エ ンジニ ア

ーインス トラクション業務 一(2回)

・表現技 法の指導 ポイ ン ト(2回)

・UNIX基 礎(ユ 回)

・プログラム設計 能力の指 導ポイ ン ト(1回)

・教育心理 学(1回)

(2)平 成7年12月 以降に予定 されている研修

・教 育エ ンジニ アー企画型業務 一(2回)

・C言 語 プログラミング入門の指導ポ イ ン ト

(2回)

・表現技法の指導ポイ ン ト(3回 うち1回 は名古

屋 開催)

・プログラム設計 能力 の指導 ポイ ン ト(2回)

・教育心 理学入 門(2回)

・システムア ドミニス トレー タ育成 の指導 ポ イン

ト(3回 うち1回 は新潟 開催)

・UNIX基 礎(2回)

・システム開発 の基礎の指導ポ イン ト(2回)

・第二種共通 カ リキュラムの指 導ポイ ン ト(3回)

・内部設計の基礎 的能力の指導 ポイン ト(2回)

・教育エ ンジニア

ーインス トラクシ ョン業務 一(2回 うち1回 は

大阪開催)

・教育エ ンジニ アーマルチメデ ィア教材 開発 型業

務入 門編 一(1回)

・シス テム技術の最近の動向

一データベースの動向一(1回)

・システム技術 の最近の動向

一オープンシステム/ネ ッ トワー クシステムの

動向 一(1回)

・システム技術 の最近の動向

一マルチメデ ィアの動向 一(1回)

以上 の研修 日程や内容の詳細 については,教 務第

一課 までお問い合わせ下 さい
。(官03-3435-6509)

1-2.高 度情報化人材育成研修

この研修 は,産 構審が これ か らの情報化 を担 う人

材 として類型化 を行 った新情報化人材の うち,高 度

情報処理技術 者育成 カ リキュ ラムお よび ,第 一種共

通 カ リキュラムに準拠 した研 修です。

本研修 は,標 準 カ リキュラムの策定やモデルテキ

ス トの作 成等 に携 わった実務経験 豊富な講師陣が実

務 を重視 し,演 習 を豊富 に取 り入れ ,少 人数方式の

研修 を実施 してい ます。

これ ら研修 の うち,第 一種 共通 カリキュ ラム コー

スの受講者 の方で一定の基準 を満足 した方 について

は,情 報処理技術者試験 の一部が免除 され ます
。

本年度既 に実施 された研修 と今後予定 されている

研修 は,次 の通 りです。

(1)平 成7年10月 迄 に終 了 または10月 時点 で実施

している研修

・システムアナ リス ト(1回)

・シス テム監査 技術 者(1回)

'フ ロンェク トマ不一ジ ャ(1回)

・アプ リケーシ ョンエ ンジニア(1回)

・ネッ トワークスペ シ ャリス ト(1回)

・データベ ーススペ シャ リス ト(1回)

・システム運用管理 エ ンジニア(2回)

・第一種共通 カ リキュラム研修(2回)

(2)平 成7年12月 以 降に予定 され てい る研修

・システムアナ リス ト(1回)

・プロジェク トマ ネージャ(1回)

・ネ ッ トワー クスペ シャリス ト(1回)

・デー タベーススペシ ャリス ト(1回)

・プロダクシ ョンエ ンジニ ア(1回)

以上の研修 日程 や内容 の詳細 については ,教 務 第

二課 までお問 い合 わせ下 さい。(MO3 -3435-6506)

2.モ デルテキス ト等の開発 ・販売事業

平成5年5月 に発表された産構審の数ある答申の中

で,標準カリキュラムの作成とこのカリキュラムに準

拠 した情報処理技術者試験の実施が提言されました。

この提言を受けて,当 研究所では 「高度情報化人

材育成標準カリキュラム」 を人材別に17種 策定 し
,

平成6年3月 に刊行 しました。

「モデルテキス ト」は,こ の標準カリキュラムに準
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拠 した もので,最 新 の情報処理技術 の動 向 を取 り込

み,分 か りやす く解説 した研修用 あるいは 自習用の

テキス トです。テキス トの作 成 に当た って は,標 準

カリキュ ラム作成 に従事 した方々の協力の もと作成

した もので,標 準 カリキュラム に最 も忠実 に作成 さ

れて います。

これ らモデルテキス トにつ いて は,情 報処理技術

者試験 に間 に合わせ る ように以下のスケジュールで

順次 開発 して きま した。

2-1.第 一期分

第 一期分 のモ デルテ キス トは,新 試 験制 度が ス

ター トした平成6年10月 に間に合 うように次 の6種

類21分 冊 を発刊 しま した。

・第二種 共通 テキス トシ リーズ(15分 冊)

・システムア ドミニス トレー タ テ キス ト

・システ ムアナ リス ト テキス ト

・システ ム監査技術 者 テキス ト(上 下2分 冊)

・アプ リケーシ ョンエ ンジニア テキス ト

・ネ ッ トワークスペ シャリス ト テキス ト

2-・2.第二期分

第二期分 のモデルテキス トは,新 試験制度 の もと

平成7年4月 に実施 され るのに間に合 うように5種

類23分 冊 を発刊 しま した。

・第一種共通テキス トシ リーズ(18分 冊)

・プロジェ ク トマネージャ テキス ト

・システム運用管理エ ンジニ ア テ キス ト

・デー タベ ーススペシ ャリス ト テキス ト

・プ ロダクシ ョンエ ンジニア テキス ト(上 下2

分冊)

2-3.第 三期分(予 定)

第三期分 のモデルテキス トは,平 成8年4月 に実

施が予 定 されているマ イコン応用 システムエ ンジニ

アのテキス トを上下2分 冊で平成8年1月 をめ どに

発売 を予定 してい ます。

このテキス トをお使いの際は,第 二種共通テキス ト

シ リーズの「マイクロコンピュー タ応用 システム設計

の基礎」,「COMET/CASL入 門」お よび,第 一

種共通テキス トシリーズの「マ イクロコンビニL－タ応

用 システム開発技術」を併せて ご購読 くだ さい。

2-4.今 後

この他,情 報処理技術 者試験 にはなってい ません

が,今 後必要 な人材 とされ,標 準 カリキュ ラムが完

成 してい る残 りのモ デルテ キス トにつ きま して も,

ニ ーズが高い ものか ら順 次発刊 して行 く予定 です。

・上級 システムア ドミニス トレー タ テキス ト

(仮称)

・教育エ ンジニア テキス ト(仮 称)

一企画業務編 一

一イ ンス トラ クシ ョン編 一

一 メデ ィア開発編 一

・ソフ トウェア生産技術 スペ シャリス ト テキス ト

(仮称)

・基本 シス テムスペ シャリス ト テキス ト(仮 称)

・デベ ロ ップメン トエ ンジニア テキス ト(仮 称)

以上 の出版物 に関す るお問い合わせ ば,普 及振興

課 までお願 い します。(903-3435-6500)

3.調 査研究事業

本年度の調査研究事業は,次 に示す8種 ですが,

現在委員会等を開催 して取 りまとめ中ですので,昨

年度実施 した 「情報処理教育実態調査」の結果につ

いてご紹介 します。

3-1.平 成7年 度の調査研究事業について

・高度情報処理技術者育成のための基盤整備

・高度情報処理技術者育成のためのモデルキャリ

アデイベロップメントの策定

・情報処理技術者実態調査

・教科研究調査

・産学連携の推進に関する調査研究

・高度情報処理技術者育成指針に関する調査研究

・実践的教育手法に関する調査研究

・専門学校 における高度技術者および利用技術者

教育のあ り方に関する調査研究

3-2.平 成6年 度 「情報処理教育実態調査結果」の紹介

情報処理技術者の質的確保を図るためには,学 校

や企業で情報処理教育がどのように行われ,ま た,

どのようなニーズが存在するのかを客観的かつ的確

に把握することにより,今 後に向けての課題 を整理

し,進 むべ き方向を明らかにする必要があ ります。

このような観点から,こ の調査は,昭 和62年 度以

降時宜の調査項目を追加 しつつ経年的に実施されて

きました。

今回は平成6年 度の実態調査から皆様に興味深い
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「学校 で最 も多 く使 われているOS」 と 「情報処理技

術者 のキ ャリアパ ス と経験年数」の2点 につ いてご

紹介 します。

なお,今 回の調査の発送先お よび,回 収状 況は次

の通 りです。

表1.発 送数 ・回答数

種 別 発送数 回答数

高 等 学 校
専 門 学 校
高等専門学校
短 期 大 学

大 学

260

151

62

60

165

127

96

39

20

69

学 校 合 計 698 351

企 業 2,808 489

(1)学 校で最 も多 く使 われているOS

学校教育で利用 されているOSの 中で,最 も多

く利用 されているのはDOS系 で,次 いでUNIX

系,Windows系 となってい ます。

さ らに,こ れ を学 校 種 別 で見 る と ,大 学 は

UNIXが 最 も多 く,DOS系 が2番 目なのに対

して,高 等 学校,専 門学校 は,DOS系 の次 が

Wind'ows系 となってい ます。

これ に対 して,高 等専 門学校 と短期 大 学 は
,

DOS系 の次がUNIX系 となってお り,高 等学

校 ・専 門学校 と高等専 門学校 ・短期大学 ・大学 と

は教育の傾向に微妙な相違があ るように思 えます。

表2.学 校で最も多 く使われているOS(%)

OSの 種類 高等学校 専門学校 高 専 醐 大学 大 学 平 均

DOS系 60 55 48 53 35 50
UNIX系 9 13 29 15 40 20
Whdows系 17 19 13 14 10 15
OS/2 0 1 o 0 1 1
Mac系 2 3 8 9 9 6
その他 12 9 2 9 5 8

(注)利 用 して い る順 位 「1位 」,「2位 」,「3位 」の 有効 回

答 数 に,3,2,1の 重 み付 け を して 割 合 を求 め た。

(2)情 報処理技術者のキャリアパスと経験年数

ア)情報処理技術者の代表的なキャリアパス

人材類型に当てはめて,情 報処理技術者の現

職 の直前 と直後 の職種 につ いて回答が多かった

ものを選 び,そ こに存在す るライ ンを代表的 な

キャ リアパス と して とらえる調査 を実施 しま し

た。 また,そ の職 務 に従事 す る平均 的な経験 年

数 も算 出 した ところ,情 報処理 サー ビス企業 に

お けるキャ リアパスが ,プ ロダクシ ョンエ ンジ

ニ ア→アプ リケーシ ョンエ ンジニ ア→ プロジ
ェ

ク トマネージ ャ→ システム アナ リス トである こ

とが浮 き彫 りにな りま した。

表3.情 報処理サービス企業の代表的なキャリアパス

職 種
直 前 パ ス 直 後 ハ'ス

プ ロダ クションエンジ ニア(3.8年)

↓

アプ リケーションエンジ ニア(4 .5年)

↓
.ぜ

フ ロシ ェクトマネージ ャ(4 .6年)

↓

シス私 アナリスト

3.7年

4.9年

4.6年

3.4年

3.8年

3.9年

イ)情報処理技術者の経験年数

社内の情報 システム部門でシステム開発に従

事する人材を新情報化人材の類型に当てはめて

とらえ,そ れに至るまでの平均経験年数につい

て情報サービス企業を例にとって見ると
,表3

で見るより,現 状から算出されるその職種 に至

る経験年数の方が短い とい う傾向が表れまし

た。これは,実 態はキャリアパスよりも速いテ

ンポで実際の職種間の移動が行われているため

と思われます。

表4.情 報処理技術者の平均的な経験年数(現 状)

技 術 者 区 分 情鋤 一ピ栓 業 その他の企業

システムアナリスト

システム監 査 技 術者
15.9年

15.2

16.3年

16.1
プ ロジ ェクトマネザ ㌃ 13.7 14.9
アプ リケーションエンシ'ニア

プ ロダ クションェンジ ニァ

10.6

7.9

11.7

10.0
テクニ加 スへ'シャリスト 9.4 10.8
システム運 用 管 理 エンシ'ニア

教 育 エンジ ニア

8.2

9.0

8.8

6.5
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⇔ 情報処理技術者試験センター 村

平成7年4月 に実施 された春期試験は全体で応募

者241,903人,受 験者157,599人,受 験率65.1%,合

格者20,114人 の結果とな りました。合格発表は,第 二

種が6月8日,第 一一種が7月7日,プ ロジェク トマ ネー

ジャ,シ ステム運用管理エンジニア,プ ロダクションエ

ンジニア,データベーススペシャリス トの高度情報処理

技術者試験の発表が,7月27日 に行われ ました。

第二 回 目となる秋期試験 の応募 者受付 は,7月3

日か ら始 まり8月10日 を締切 に約1カ 月間行 われ ま

した。その結果,全 体の応募者数 は,前 回の255,711

人 を5,000人 程度 上回 った260,136人(1.7%増)の

結 果 とな りま した。前 回の応募者 との比較で は,ク

ライアン トサ ーバ システムの普及 に ともなうネッ ト

ワークスペ シャリス トが,前 回の35.902人 より5.7

%も 増 え37,932人 となったことと,パ ソコンの普及

とエ ン ドユーザ コンピューテ ィングへの関心の高 ま

りを反映 してシステムア ドミニス トレータ試験が前

回の40,316人 か ら一挙 に55.7%も 増 加 し62,755人

とな ったこ とが大 きな特徴 と言 え ます。

秋期 試験 の試験実施 日は10月15日,合 格発表 は,

第二種 とシステムア ドミニス トレー タが12月 上旬,

シス テムア ナ リス ト,シ ス テム監査,ア プ リケー

シ ョンエ ンジニア,ネ ッ トワー クの各高度情報処理

試験 は,平 成8年1月 下旬 を予定 してい ます。

1.平 成7年 度春期試験の結果(第 一種 及び高度試

験区分)

① 第一種 の結果

第一種試験 の応募者数 は87,151人,受 験者数

55,764人,受 験 率64.0%で,合 格者数 は7,411人,

合格率13.3%の 結果 とな りま した。合格者 の平均

年齢 は27.3歳 で,今 回の合格者 を加 えると第一種

の合格 者総数 は約10万 人 に達す る99,594人 にな

りま した。

次 に,合 格者 にお ける勤務先,最 終学歴 別の構

成 を示 します。

=

勤務先別構成 では,社 会人6,207人(*無 記入79

人を含む),学 生1,204人 の構 成 となってお り,社 会

人の内訳 は ソフ トウェア企業2,838人,一 般企 業 ・団

体1,261人,情 報 サー ビス企業等1,110人,電 算機製

造 ・販売企業672人,そ の他326人 となって い ます。

合格率 の構成 では,学 生が平成6年 春期試験 の旧

第一種 試験 の35.5%と 比べて16.2%と19.3ポ イン ト

も落 ち込み ま した。社 会人は,電 算機製造 ・販売企

業が 旧試験の6.3%よ りも2.8ポ イン ト増 の9.1%,

ソフ トウェア企業 が旧試験26.0%に 対 して38.3%と

12.3ポ イン ト増,情 報サ ービス企業等 も旧試験11.1

%に 対 し,15.0%と3.9ポ イン ト増 とな りま した。

第 一8

麟 驚llllぷ1㌶;1企 業心団体雛1
(○数字はグラフ上での友からの順序)

一
大学 ・旧制高校(在 学 中 も含 む)は,4,885人 とな

り全体の65.9%に 達 しま した。旧第一種 の56.0%と

比べ ると9.9ポ イ ン トの増加 となっています。逆 に,

専修学校(同 含 む)は,旧 試験で は21.4%を 占めて

い ましたが,新 第一種では11.8%と な り9.6ポ イ ン

ト減少す る結果 とな りました。

第

縫 亨旧"校観 羅宇寝詞中学 繊 校
(。㈱ 叩 上・励 朔 序)③ 最終竿継 控 縮 む

② 高度試験の結果

高度試験の結果は,次 の表1の とお りです。

表1平 成7年 度春期試験の結果(高 度試験区分)

試験区分 鵬 受験者 合格者 合格率㈲

プロジェクトマネージャ U.321 5,869 380 6.5

システム連月管理 4,599 2,680 176 6.6

プロダクシ・ン 12,809 7,895 739 9.4

データベース 7,979 4.7闘 箔2 7.4

高 度 計 36,708 21,202 し647 7.8
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マ ネ ー ジ ャ

運 用 管 理

プ ロタニクシ ●ン

ア 一 夕 ベ ー ス

§i:ll書:;ll:等§iii:㌶ 企‥ 体§莞1
(O数 字は グラフ上で のEか らの順 序)

合 格 者 の 平 均 年 齢 は,プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ー ジ ャ

37.2歳 シ ス テ ム 運 用 管 理35 .2歳,プ ロ ダ ク シ ョ ン

29.8歳,デ ー タベ ー ス31 .4歳 と な っ て い ま す 。

働

勤務先別 の合格者の特徴 で は,4試 験 区分 ともに

ソフ トウェア企業が高い比 率 となってい ます。特 に

プ ロダ クシ ョンは ソ フ トウ ェア企 業 だけで 全体 の

57.4%も 占めてお り,第 二種 ,第 一種及 び他の高度

試験 と比べ て も非常 に高い比率 となってい ます。

プロジェク トマネージャは,電 算機製造及び販売機

業が20.0%,一 般企業 ・団体 が16.6%を 占めてい ます。

また,シ ステム運用管理 は,情 報処理サ ー ビス業

等 で31.2%を 占め,日 頃運用管理 に携 わる情報処理

技術者の大 きな励 みになった と思 われ ます。

全体 的に大学 院及 び大学 ・旧制高校 卒(在 学 中 も

含 む)が 多 く,特 にデー タベ ースで は88.9%,続 い

てプロジェク トマ ネージャで も88.4%と なってい ま

す。デー タベースでは大学 院(同 含 む)の 構 成比 が

21.0%と な り初 めて20%台 を越 え ました。

マ ネ ー ジ ャ

連 用 管 理

プロダクシ・ン

デ 一 夕 ベ ー ス

①口 大#院 ④0高 田 ⑦■ 専■学校
②■ 牌 旧 制紘 ⑤聾"噸 射韓 Φロ その他
o書 壇大 ⑥■ 小中学校 ⑨口 ぼ記入

(O鰐 はクラフ上での左から晒 刷(if}最 口 置lt:te#tpett・

2.平 成7年 度秋期試験の応募状況

秋期試験の応募状況は次の表2の とお りです。

表2平 成7年 度秋期試験の応募者状況

試験区分 応募者 平均年齢
システ ムアナ リス ト 7,444 37.3

システム監査 6,000 37.9
アプ リケー シ ョン 26,656 3L5

ネ ッ トワー ク 37,932 28.6
第二種 119,349 23.3

ア ドミニス トレータ 62,755 25.3
合 計 260,136 26.1

参考に,前 年の応募状況を次の表3と 示 します。

表3平 成7年 度秋期試験の応募者状況

試験区分 応募者 平均年齢
システムアナリス ト 8,156 37.3

システム監査 7,464 37.5
アプ リケー シ ョン 3L674 3L3
ネ ッ トワーク 35,902 27.8

第二種 132,199 23.3
ア ドミニス トレー タ 40,316 24.1

合 計 255,711 25.9

最後に,秋期試験応募者の勤務先別構成を示 します。

Ll

ア ナ リス ト

監 査

アブリケーシ●ン

主 ットワーク

第 二 種

アドミニストレータ52

Zl

.t・t.1・,◆Se`・ †.8
・ ・●19・ メ

①口 電算機製造・販売企業 ⑥口 勃 ～・研究機関

② 鼎 ソフトウェア企業 ⑦6iiiその他

③酷 く 一ビス企粛簿 ⑧■ 学生

④ コ 上記以外の→ 桧 貴 ・団体 ●ロ 舶 臥

⑤頗 官公庁

い

(○数字はグラフ上での左からの噸序)、 .
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""STEP推 進 セ ンタ ー""

ISO国 際規格STEPは,平 成6年12月 に基本

部分の第一版が制定 され,今 後実用化が急速 に進 む

とともに,産 業別AP(ApphcationProtocol)開 発

を中心 とした新 たな段 階 になって きま した。 また,

STEPは 昨今世界的に注 目を集 めているCALS

の もっ とも重要な要素の一つです。

STEP推 進セ ンターは,CALS推 進活動 との

密接 な連携 と整合 性を図 りつつ,STEPに 関連す

る諸活動 を進 めてい ます。

1.国 際標準化事業

ISO国 際規格STEPの 第一版制定 に引 き続 き,

次期 リリースに関する審議 を行 うとともに,日 本案の

国際会議への提案等の活動 を進めてい ます。

(1)国 際規格案の審議 と提 案

製品モ デルデー タ交換 のための国 際規格(案)

STEPの 開発 に関す る審議 を行 い,ISODIS

10303・105,ISODIS10303・32の ほか,7つ の

CD(CommitteeDraft),22のNWI(New

WorkItem)に 対 し,日 本提案文書 を作成,提 案

しました。

(2)国 際会議への参加 と交流

ISOTC184∫SC4!WGsの ワシ ン トン会議(6月25

日中30日,代 表13名)に 参加 し,STEP規 格開発

の審議 に出席 して日本か らの提案を行 うとともに,

STEP開 発状況 などの情報交換を行いま した。

また,STEPInitialRelease制 定 に伴い,開 発

方法論の見 直 しが検討 され始 め,SC4組 織 の再

編成が検討 されてい ます。 日本か らの専門家の派

遣 を要請 されたので担当者 を決 め,継 続 して審議

に参加 してい ます。

(3)産 業別AP開 発組織 との リエ ゾン

Initia1Releaseの 制定 に と もない,国 内外の 自

動車,建 築,造 船,プ ラン トな どの産業別 アプ リ

ケーシ ョン・プロ トコルの開発活動が一段 と活発

化 して きてお り,上 記(2)の 国際会議 の 日本代

表団へ もリエゾ ン団体 の代 表が加 わ り,AP開 発

の 日本 か らの意見提 案 などを積極 的に行 ってい ま

す 。

(4)標 準部品 ライブラリの標 準化調査研 究

CAD/CAMシ ステムの標 準部品 ライブラ リ

標準化 の国際規格案ISO13584(PartsLibrary)

について検討 し,同 規格案のCD投 票 コメン トに

対 して 日本提案文書 を作成,提 案 しま した。

また,ISOワ シ ン トン会議(ISOTC184/SC4/

WG2)に 参加 し,国 際標準 化の現状把握 とそれ に

対す る日本側の意見 を提 案 しま した。

2.JlS原 案作成 とJlS化 に関 する調査研究

STEP国 際規格の平 成6年12月 第一版制定 に伴

い,既 に平成6年 度 までに作成 したDIS版STEP

規格 のJIS原 案(Part11:交 換用言語,Part31:

適合性試験,Part42:形 状表現,Part101:製 図)

等 をIS版STEP規 格 に整合 したJIS原 案作成

のための検討作業 を進めてい ます。

JIS化 に関 しては,本 年度,通 商産業省 の国際

規格 との整合化推進 策に沿 って,整 合化推進部 会を

新設 し,本 年度のJIS原 案作成(Part21:文 字形

式の交換 フ ァイル仕様,Part41:製 品記述の基本要

素,Part43:表 現構 造)作 業 及び標準 化調 査研究

(翻訳 用語の検討,審 議 中のISO規 格案 の検討 ・提

案 な ど)等 と併せて事業 の促進 を図 ってお ります。

3.STEP標 準化 と実用化の ための調査研 究

製品モ デルデー タの表現技術 ・交換技術 や各種設

計業務 ・設計 情報のモデル化等 の調査研 究 について,

7つ の グループで活動 してお り,そ の活動結果 を平

成7年 度成果報告書 として まとめます。

(1)発 電 プラ ン トで用い られ る製品モデルデS-・・一タ交

換技術

プラン トプロダク トモデルの検討 として,ま ずは

発電プラントの視点か らプラン トライフサイクルの

AAM(ApphcationActivityModel)の 開発 と関

連 ドキュメン トの翻訳等 に取 り組 んでいます。

(2)製 品モデルに基づ く製図デー タ交換技術

3次 元CADシ ステ ムのデー タ交換/共 有用 の

アプ リケーシ ョンプ ロ トコル(AP202)の 調査 ・

研究 ・開発 を3つ のサ ブグループに分かれて活動

してい ます 。

・AP202を 用いて設計 業務改善活動

・AP202が 既存 のCADに どの ように利用可能か
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など,利 用技術 の調査活動

・AP202の 実装 に対する評価基準 を明確 にする実

用化評価活動

(3)製 品 と構成デー タの表現 ・交換技術

製品構 成管理 データ等の交換/共 有 プロ トコル

(AP203)と ライフサ イクルサポー トの共有/交

換 プロ トコル(AP208)の 調査研 究 ・開発 を進 め

ています。

また,AP203の 実 証 ・検証 にあたっては,AP

203の 実装パ イロッ トシス テム(日 本 自動車工 業

会)と 連携,さ らにCALS活 動 との関係 も深 い

ので,相 互 に連携 しての推進 を図 ってい ます。

(4)製 品モデルデータの共用/再 利用技術

各 アプ リケー ションプロ トコル とデータベース

の間 の イ ン タ フェー ス,Part22(SDAI:

StandardDataAccesslnterface)を 中心 にオブ

ジェク ト指 向技術 を含 めての調査研究 を進め てい

ます。関連するSTEP規 格案 についてSDAIの

DIS投 票 に向 けて の内容検 討 をは じめ と して
,

Part23(C++Binding) ,Part24(CBinding)

な ど,CD投 票時期 に合 わせたスケ ジュールで検

討 を進 めています。

また,CALSPacific'95(10月30日 ～11月2

日)やNICOGRAPH'95(11月20～22日)へ の

出展(STEP規 格 に基づ く製図デー タ交換実験

デモ)に 向けて鋭意,作 業 を進めてい ます。

(5)設 計 と生 産のデ・一ーーータインタフェース技術

CAM(NC)関 連 のアプ リケー ションプロ ト

コル(AP213 ,AP224)を 中心 に機械加工工程設

計 のモ デル化や業務 効率化の調査研究 と して ,本

年度 は特 にAP224規 格案 についての検討 を進 め

てお り,ISOへ の投票(12月)に 向けて 日本側

の意見 を まとめ る予定です。

また,今 後 は 「CADと インタフェース」及び

「CAMで 活用 す るための準 備」 の二つのサ ブグ

ループで活動が進め られ ます。

(6)機 械分野 のアセ ンブ リモデルの表現 と解析技術

アセ ンブリモデルの現状分析,ア セ ンブリモデ

ル に関するユ ーザ ーニーズの分析 を行 うための分

析用 フ ォーマ ッ トを作成 中で,本 年度後半 に分析

にかか る予定です。

また,STEP規 格案DISPart105(Kinemati(s

Model)の レビュー ・審議 した コメン トをフランス

での次 回ISO/STEP国 際会議へ提案 します
。

(7)製 品のパ ラメ トリ ックな表現技 術

次 世代の設計技術 であ る,パ ラメ トリックス設

計 関連 のISO審 議 の レビューや既存CADシ ス

テムにお けるパ ラメ トリックス技術調査 の準備 な

どを進め てお り,今 後,研 究 レベ ル のパ ラメ ト

リックス技術 の分析 も行 う予定 です。

4.調 査 ・普及事業

STEPに 関する海外 の技術 ・応 用動 向や実 用化

に必要 な基盤等の調査研 究及 びSTEPの 普及活動

を行 っています。

なお,今 後の主な予定 と して準備作 業中の もの を

次 に示 します。

・入 門セ ミナー:会 員拡大 を主 旨 としたセ ミナー

(12月 予定)

・WWWに よる情 報サー ビス(準 備 中)

(1)STEP勉 強会の開催

本年度新規参入の会員 メンバー及 び当セ ンター

の関連企業 ・団体等の希望者 を対 象に勉 強会 を開

催 しま した。テーマ 「STEPの 全体像 と リリー

ス1の 構成」 をは じめ と して ,本 年度の技術 開発

プロジェク ト関連のSTEP規 格等 を中心 に した

7テ ーマのプログラムに沿 って講義が行 われ ま し

た。

・期 日 平 成7年8月18日(金)

・会 場 中央大学駿河台記念館

・講 師 当セ ンタープロジェク ト推進部会委員

・参加者84名

(2)海 外 の動 向調査,技 術交流

デュポ ン,シ ェル,イ ース トマ ンケ ミカルなど

世界の プラン ト関連の代 表的な15企 業 ・団体か ら

40名 が参加 し,プ ロセス プラン ト関連STEP開

発 に関するMeeting及 びSTEPAP221(系 統モ

デル)Workshopが ,米 国ウ ィル ミン トンで開催

(9月19日 ～21日)さ れ ました。

日本 か らは,当 セ ン ター発 電 プ ラ ン トWG ,

(財)エ ンジニア リング振興協会のSTEPEnDIF

分科会,及 び化学工学会の プロセス専 門委員会か

ら代 表6名 が参 加 し,日 本 におけるプラン ト関連

STEP活 動の報告や 日本 の意見 の反映 に努め て
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お ります。特 にMeetingで は,平 成7年6月(前

回)のISO/STEPワ シ ン トン会議での提案(ヨ ー

ロ ッパ 中心のAP221な どの規格開発 をア メリカ,

ア ジア ・パシフ ィックに拡 大)に 対応 して,プ ロ

セス プ ラ ン ト関 連APの 開発推 進 組織(PIE-

BASE)の 結成及び代表者(欧 ・米 ・日)に よる推

進等が合意 されています。今後のAP開 発 などの

促進が期待 され ます。

(3)セ ミナーの開催

欧米 におけるSTEPの 現状理解の一環 として,

来 日中のProSTEP(ド イツ)の シュペ ック氏 によ

る,会 員 を対象 に したセ ミナー を実施 しました。

・期 日 平成7年9月26日(火)

・会 場STEP推 進 セ ンター

・テーマProSTEP社 のツールキッ トを利用 した

APト ラ ンス レータの開発 方法

・講 師Han8JoergSpeck(ProSTEP)

・参加者28名

⇔ 先端情報技術研究所 ⇔

第五世代 コンピュータ研究成果(1FS)普 及事業

の継承

第五世代 コンピュー タ研 究 開発 プ ロジ ェク トは,

通商産業省 主導 のナ シ ョナルプ ロジ ェク トとして

1982年 か ら1993年 までの11年 間にわたって(財)新

世代 コンピュー タ技術開発 機構(ICOT)が 研究

開発 を実施 しま した。このプ ロジェク トでは,知 識

ベ ース を用いた推論 処理 を中核機能 とし,そ れ を大

規模並 列処理技術 を用 いて実現す る第五 世代 コン

ピュータを研究 開発 した もので,数 種類 の並列推論

マシ ン(PIM)お よび多数の ソフ トウェアが開発

され ま した。

その後,こ れ らの成果 を将来の先端的 コンピュー

タ技術 の研 究基盤 として普及させ るため,1993年4

月か ら第五世代 コン ピュー タ研究基盤化 プロジェク

トが2年 間実施 され ま した。とくにソフ トウェアに

ついて は,UNIXベ ースの ワーークステーシ ョンお

よび並 列 マ シ ン上 で利 用 可 能 にす る と と もに,

「ICOT無 償公 開ソフ トウェア(IFS)」 として

外部 に提供 して きてい ます 。ICOTは,こ のプロ

ジェク ト終了 とともに平成7年3月31日 をもって解

散 され ま した。

当協 会では,通 商 産業省 の指導 を受 けて平成7年

7月 か ら第五世代 コ ンピュータ研究 成果(IFS)

の普及事業 をICOTか ら継承 して実施す ることに

な りました。このため,本 年5月 お よび9月 に開催

され た理事会 において,事 業計画,予 算,組 織規 定

等 の審議 ・承認 をいただ き,体 制の整備後 ただちに

事業 を開始 してい ます 。本年10月1日 か らは新 たに

発足 した先端情報技術研究所の第五世代 普及振興 部

が担 当 してい ます。

現在 はIFSの 維持改 良 とともに研 究委託 や タス

クグループ運営 を行い,IFSを ベース と した知的

ソフ トウェア資源の創造 と並列 知識処理分野の さら

なる発 展 を目指 して活動 しています。

具体的 な業務内容 は以下の とお りです 。

(1)IFS維 持改良お よび普及管理業務

ICOTOB等 か らな るボラン タリーサ ポー トグ

ルー プの協 力 を得て,外 部 ソフ トウェア技術者 と

ともにIFS各 主要 ソフ トウェアの維持改良 を行

い,イ ンターネ ッ トを通 じて世界の関連研究分野

のユ ーザ に向 けて公開す る。

(2)並 列知識処理分野 のさらなる発 展

大学,研 究所,お よび メーカ等 の研究者/技 術

者 に よる,「並列 プ ログラ ミング」,「知識 表現/知

識処理」,「KLIC」,お よび 「PIM利 用支援」

等の タス クグループを運営 し,第五世代技術 を基盤

とした並列知識処理 の研究分野の発展 を図る。

(3)IFSを ベースとする知的ソフトウェア資源の創造

大学/研 究所等の研 究 グルー プか らの研究提案

の中か ら,審 査 に より約20の 委託研 究テーマを選

定 してIFSを べ・一口ス と した新 た な知 的 ソフ ト

ウェア資源 を創造 し,こ れ らを さらにフ リーソフ

トウェア化す ることによってIFSの 拡大再生産

を目指す。

(4)海 外研 究機 関 との研究交流

IFSの 国際的な普及および拡充を図るため,

海外各機関との研究交流を行う。

(5)IFSの 普及/広 報業務

以上を通 じてより充実 したIFSの 最新情報を随

時広報するとともに,ユーザのためのIFS講 習会

等 を開催するなどにより,よ り広範な普及を図る。
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lFS普 及 育 成 の体 制

JH)DEC

ボ ラ ン タ リ ー

サ ポ ー トグ ル ー プ

ICOTOB等

開発部

先端情報技術研究所

研究員/技 術者

10人

ネ ッ トワ ー ク/

シ ス テ ム運 用

外 部 ソフ トウェア技術 者

15人

タス ク グ ル ー プ IFS

開
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海外研究機関

大 学/研 究 所/メ ー カ等
・並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ

・知 識 表 現/知 識 処 理

・KLIC

・PIM利 用 支援

等

委 託研究 グルー プ

大学/研 究所 等
提 案/審 査 ベース

約20テ ーマ
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お知らぜ

の開所 について

平成7年9月

情報処理振興事業協会

当協 会では,マ ルチ メデ ィアの研究,普 及,技 術

者の養成等 の事業 を行 い,最 新鋭施設 を備 えたマル

チメデ ィアコンテ ン トの制作環境の提供 を行 う下記

「マルチ メデ ィア研 究セ ンター」の整備 を進 めて きま

したが,こ の程,9月4日 か ら運営 を開始いた しま

した。

今後のマ ルチ メデ ィア技術展開の中核施設 として

事業運営 を行 って参 る所存ですので,皆 様方 のご利

用 をお待 ち してお ります。

記

設立目的 マルチメディアの普及促進のため,高 度

なコンテント制作,及 びその基礎 となる

技術と応用領域の研究開発を行 うととも

に,こ れからのマルチメディア産業の担

い手となるべ き人材の育成を目的として

設置

主な事業 高品質コンピュータグラフィックスを中

心 とするコンテン トの効率的な制作,コ

ンテントや研究成果素材等の蓄積と発信,

コンテント制作考及びマルチメディア関

連技術の指導者育成のための環境の提供

主な施設 ・3D,リ アルタイムを中心 とした高晶

質なコンピュータグラフィックの制作

環境

・フルデジ タルでの映像合成 ・編集環境

最先端 のノ ンリニ ア編集 システムに よ

るNTSCか ら走査線2000本 までの解

像度 に依存 しない画像合成 ・編集環境

・高精細 の大型 スク リーン(180イ ンチ)

を備 えたプ レゼ ンテーシ ョン環境

・研究成果及 び最新創作活動情報 をネッ

トワークを通 じて技術者 や研究者 に提

供する情報発信環境

・センターで制作 された コンテ ン ト素材

をデー タベース として蓄積,セ ンター

利用者の再利 用に提供す るコンテ ンツ

の蓄積 ・閲覧環境

チーフ ・ディレクター 河原敏文

敷 地面積2,372㎡

延床 面積2,039㎡

住 所 長野県小県郡丸子 町大字生田字馬場

2149-1〒386-04

電 話0268-41-1000(代)

FAXO268--41-1001

「マ ルチ メデ ィア研究 セ ンター」に関するお問い合

わせ ば,情 報処理振興事 業協 会新事 業室(10月1日

以降 は技術 応用事業部)(telO3-5470-1797)又 は

直接 セ ンターまでお願 いいた します。
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こつい て

情報処理振興事業協会

コンピュータセキュリティ技術調査室

今後 コンピュー タネッ トワークが発展す るこ とに

ともない,不 正 アクセス による被害が発生す る可能

性 が増大す る と考 えられ ます。この ような状 況 を踏

まえ,情 報産業,企 業の情報部 門,個 人ユ ーザ等 か

ら広 く不正 アクセス の被害情 報の届 出を受 け付 け,

IPAに おいて不正 アクセス被 害の実態 を把 握 し,

その防止 に関 し啓蒙普及 してい きます。

1.開 始時期

不正ア クセス被害 に関す る情報の受 け付 け を平 成

7年8月1日 より開始 してい ます。

2.被 害 情 報 の 連 絡 先

情 報 処 理 振 興 事 業 協 会(IPA)コ ン ピ ュ ー タ セ

キ ュ リ テ ィ技 術 調 査 室

TELO3-3437-2301

FAXO3-3437-2537

e・mailsecurity@adm.jpa.go.jp

3.被 害情報の対象

受 け付 ける情報 は,ネ ッ トワーク(イ ン ターネ ッ

ト,LAN,WAN,パ ソコン通信 な ど)に 接 続 さ

れたコンピュー タへ の不正 アクセスによる被害 を対

象 とします。

4.被 害情報 の受付内容

被害情報 は,電 話,FAX及 び電子 メールによ り

受 け付 けます。

被害情報 は,以 下の項 目内容 について記載 し,別

に定め る様 式 を利 用 す るこ とと しますが,フ リー

フォーマ ッ トで も可能 とします。なお,事 情 によ り,

以下 の全 ての情 報 を提出す る ことがで きない場 合,

一部の項 目につい ての提 出 も受 け付け ます
。

(1)被 害 を受 けた システムの構成

被害 を受 けた システム構 成図(ネ ッ トワー ク

構城 を含 む)を 記載 する。

(2)発 見年 月 日

(3)発 見の方法又は疑い を持 った理由

発見 に至 った方法又は疑い を持 った状況 を記

載す る。

(4)侵 入経路

被 害 を受 けたシステム までの推定進 入経路 を

記載 す る。

(5)被 害 の状況

ファイル破壊,フ ァイル削除,ア カウン トの

偽造等 の具体的 な内容 を記載 し,ま た,可 能な

範囲 で,実 施 していた不正ア クセス防止 のため

のセ キュ リテ ィ対策,直 ちに講 じた再発防止対

策について も記載す る。

5.対 策の検討方法,啓 蒙普及等

被害内容は,被 害状況の把握を図るため,IPA

において分析,検 討 します。

有識者か らなる対策委員の指導の下,関 係ベ ン

ダーや有識者,被 害情報提供者に対 し必要に応 じ

IPAが ヒアリングを行い原因 を究明します。原因

が判明した場合には,被 害情報提供者及び関連する

機器のメーカ等へ通知 し,必 要な対策を講 じるよう

促 します。また,公 表可能な範囲で,そ の被害状況,

防止策を公表 します。

なお,本 件被害情報の状況 を踏 まえ,不 正アクセ

ス対策のガイ ドラインの策定等について今後検討を

進めていきます。
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(届出様式)

〒105東 京 都 港 区 芝 公 園3-1-38

情 報 処 理 振 興 事 業 協 会(IPA)

コ ン ピ ュ ー タ セ キ ュ リ テ ィ技 術 調 査 室

TELO3-3433-2301FAXO3-3437-2537

e_mailsecurity@adm.ipa.go.jp (届 出者)

住所

会社 ・団体名

部署

氏名

TEL

FAX

e-mail

年 月 日

不正アクセス情報

1.業 務概要

2.被 害を受けたシステムの構成(書 ききれない場合は別紙)

3.発 見年 月 日 年 月 日

4.発 見の方法又は疑いを持った状況

5.進 入経路(推 定)

6.被 害の状況(可 能な範囲で)

被害を受けた期間,被 害内容,実 施 していたセキュリティ対策,直 ちに講 じた再発防止策等を記載 して下

さい。

7.そ の 他

1
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財団法人 日本情報処理開発協会

情報処理技術者試験センター

平成8年 度春期試験 か ら新 たに,マ イコ ンを応用す る製品(一 口にマ イコ ンといって も,チ ップレベルか ら

パ ソコンな どの ように筐体 に まとめ られた ものまで多種多様です。この よ うなマ イコ ンを組込んだ応 用製品の

こ とを,こ こでは示 します。)の 開発 において,機 能の実現性,開 発期 間 ,開 発 コス ト,資 源の確保 な ど多角 的

視点か ら検討 を加え,マ イコン応用 システムの実現 に向けてシステム開発の責任者 また はシステム開発者 とし

て システム化計 画,資 源管理,シ ステム開発 などを遂行 する業務 に従事 す る人 を対象 に した 「マ イコ ン応用 シ

ステムエ ンジニア試験」を実施す る予定 になっています。つ きま しては当試験 の説 明会 を下記に より開催す る

ことに しま したので,ご 案内いた します。

己き
ロ

1.内 容

マイ コン応用 システムエ ンジニア試験の概要 につ いて

2.日 時及 び場所

次 ページの表の とお り

3.申 込締切

次ペ ージの表の とお り

4.申 込方法

参加 を希望する開催地の 申込先(次 ペ ージ参照)へ,以 下の各項 を明記の上FAXま たは官製往復 は

が きでお 申 し込 み ください。

①所属 団体 ・会社名,② 所属部署,③ 参加者氏名,④ 連 絡先住所 及び電話番号 なお,は が きでのお申

し込 みの方 は,返 信用 に当方 よ り受付 の確認 を申込み者 に連絡 しますので,宛 名を記 入 して くだ さい。

5.参 加費

無 料

6.そ の他 ● ・

申込 みは先着順 で受付 け定員で締切 りますので,お 早 めにお 申 し込み くだ さい。
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「マイ コ ン応用 システムエ ンジニア試験」説 明会 スケ ジ ュール

開催地 日 時 会 場 定 員 申 込 先 申込締切日

虎 ノ門パ ス トラル
㈱日本情報処理開発協会
情報処理技術者試験センター 関東支部

東 京
12月12日(火)

13:30～15:00

「鳳 鳳 の 間 」

港 区 虎 ノ門4-1一 ユ

400人 ⑰105港 区 浜松 町2-4-1

世 界 貿 易 セ ン ター ピル7階

TELO3-3436-1321

12月6日(水)

TELO3-3432-7261(代) FAXO3-3436-4154

仙台 サ ンプ ラザ
㈱日本情報処理開発協会
情報処理技術者試験センター 東北支部

仙 台
12月14日(木)

13:30～15:00

ク リス タ ル ル ー ム
つつじがおか

仙台市宮城野区榴岡5-11-1

200人 ●980仙 台市青葉 区本町3-5-3

佐新 ビル201号

TELO22-227-0901

12月8日(金)

TELO22-257-3333 FAXO22-224-2339

福岡商工会議所305大 会議室
㈱日本情報処理開発協会

情報処理技術者試験センター 九州支部

福 岡
12月14日(木)

13:30～15:00

福 岡市博 多区博 多駅前

2-9-28

200人 ⑥812福 岡市博多区博多駅前2-9-28

福 岡商工会議所 ピル7階

TELO92-472-4575

12月8日(金)

TELO92-441-1111 FAXO92-472-4603
一 ≡

働日本情報処理開発協会

大 阪
12月18日(月)

13:30～15:00

国民会館

大阪市中央区大手前2-1-2

TELO6-941-9433

200人
情報処理技術者試験 セ ンター 近畿支部

●540大 阪市 中央区天満橋京町2-6

天満橋八千代 ビル別館6階

TELO6-946-6301

12月12日(火)

FAXO6-946-6303

㈱日本情報処理開発協会

名古屋
12月19日(火)

13:30～15:00

名古屋国際会議場 一

名古屋市熱 田区熱 田西町1-1

TELO52-683-7711

240人
情報処理技 術者試験 セ ンター 中部 支部 ・

●460名 古屋市 中区栄5-26-39

タカ シマ名古 屋 ビル8階

TELO52-261-6818

.

12月 臼 田(水)

FAXO52-261-1905

広島県情報プラザ内 ㈱日本情報処理開発協会

広 島
12月19日(火)

13:30～15:00

多 目的ホ ール

広島市 中区千 田町3-7-47

TELO82-243-9691

200人
情報処理技術者試験 セ ンター 中国支部

⑥730広 島市 中区鉄砲町1-20

第3ウ エノヤ ビル3階

TELO82-221-4505

12月13日(水)

囲 皿 は開催当日のみ連絡可能 FAXO82-227-3390
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人 ・情 報 ・未 来 それは創 造

通商産業省
産業構造審議会情報産業部会

情報化人材対策小委員会
新情報化人材類型と
その育成策を提言 、

情報処理技術者試験

連動♂ 私達の目的
標準カリキュラム

〔全17種) →

準拠 モデ ルテキスト
モデル研修

(高度情報化人材育成研修)

わ た した ち中央情報教 育研 究所 は,通 商産業 省産

業構造 審議会情報産 業部会情報化 人材対 策小 委員

会の提言 を受 けて将 来を見据 えた情報化 人材 の育

成 を目的 に標準 カリキュラム・モデルテキス ト・モデル

研修の作成・実施等を主な事業として展開 しています。

高度情報化人材育成標準カリキュラム準拠

高度情報化人材育成研修[平 成7年 度]

)

一

(コ ー ス 名 1[三更 コ1 開催期間 ll 研修料

システム監査技術者 コース 287、000円

・システム監査実践 7 155,000円

プ ロジェク トマネージャコース 15 8.1.17～8.2.15 305,000円
・プ ロジェク トの計画立案 3 8.1.17～8.2.15 69,000円

・プ ロジェク トの品 質管理 3 8.2.6～8.2.8 69,000円

・プ ロジェク トの組織 ・外注 ・費用 ・契約管理 4 8.1.30～8.2.2 92、000円

・プ ロジェク トの進捗 管理 3 8.1.23～8.1.25 69、000円

・プロ ジェク トの完 了評価 2 8.2.14～8.2.15 46.000円

プロダ クションエンジニアコース 18 8.2.1～8.3.1 356,000円
.

・内部設計 6 8.2.1～8.2.8 135.000円

・プログラム作成 3 8.2.19～8.2,21 69.000円

・テス トと保守 2 8.2.22～8.2.23 46.000円

・データ構造 とγ ルゴリズム 2 8.2.29～8.3.1 46,000円

・ソフ トウェア工学の最新技術動向 1 8.2.27 69,000円

・品質管理 2 8.2.14～8.2.15 46.000円

ネ ッ トワークスペ シャ リス トコース 8.2.1～8.3.13 454,000円

:広 域分散 コンピュータネッ トワークシステムの要求定義 ・設計 ・構築 ・評価 5 8.2.26～8.3.1 115,000円

;ロ ーカルエ リアネッ トワークシステムの要求定義 ・設計 ・構築 ・評価 4 8.3.4～8.3.7 92,000円

;ネ ッ トワークの信頼性 とデータ伝送技術 2 8.2.8～8.2.9 46,000円

:ネ ッ トワークアーキテクチャ と トラフ ィック技術 3 8.3.11～8.3.13 69,000円

デー タベ ーススペ シャ リス トコース 12 8.2.26～8.3.15 251、000円

・デー タベ ースの基礎理 論 2 8.2.26～8.2.27 46,000円
.

・デー タベ ース管理 システム 3 8.2.28～8.3.1 69.000円

・デー タベ ースシステムの設定 と運用 5 8.3.4～8.3.8 115,000円

・デー タベ ース技術動 向 2 8.3.14～8.3.15 46,000円

システム運用管理 エンジニア コース 7.10.16～7.11.28 364,500円

;シ ステム保守 とセキュ リテ ィ管理 3 7.11.6～7.11.8 69,000円

・性能管理とシステム評価 3 7.11.13～7.11.15 69,000円
1

・移行 ・運用 テス トとシステム移行 1.5 ア.11.27～ フ.11.28 34.500円

爾一種共通カリキュラム研修 〔第一種情報技術者試験一部免除対策コース〕 7.9.11～7.12.12 630、000円
.

・コ ンピュータ科学基礎 3 7.9.11～7.9.13 69,000円

2 7.9.18～7.9.19 46,000円・コ ンピュータアーキテクチ ャ
.

・通信ネ ッ トワーク 3 7.9.20～7.9.22 69,000円

・基本 ソフ トウェア 4 7.9.25～ ア.9.28 92,000円

・デー タベ ース 3 7.10.2～7.10.4 69、000円

・ソ フ トウェア工学 3 7.10.11～7.10.13 69,000円

・ヒューマ ンインタフェース 3 7.10.16～7.10.18 69,000円

;コ ミュニ ケーション技法 5 7.11.13～7.11.17 115,000円

・問題発見 ・解決技法 4 7.11.6～7.11.9 92,000円

・情報セキ ュリティとシステム監査 3 7.10.24～7.10.26 69,000円

こマネ ジメン トサイエンスと企業 システム 4 7.10.30～7.11.2 92,000円

・応用システム開発技術 10 7.11.20～7.12.12 215,000円

・システム評価技法 9 フ.11.20～7.12.6 195.000円

財団法人 日本情報処理開発協会 中央情報教育研 究所
東京部港区浜松町2_4-1

電 話03-3435-6507

、

世界貿易センターピル7F

FAXO3-3435-6505

{ , ク
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改訂版

情報化 の進展 は,私 たちに様 々な恩恵 をもた らす一方で,コ ンピュー タウイルス とい う新 たな社会問題 を生

み出 しました。通商産業省 では,平 成2年4月10日 「コンピュー タウイルス対策基準」を告示(第139号)し

てか ら今 日まで,コ ンピュー タウイルス対 策の指導 に取 り組 んで きま した。

この間,情 報 システム を取 り巻 く環境 はネ ッ トワー ク化の進展 とも相 まって,著 しい変化 を遂 げてい ます。そ

のため,通 商産業省 では同基準 を情報 システ ムの現状 に即 した内容 とす るため全面 的に見直 しを行 い,こ の度,

改 訂 「コ ンピュータウイルス対 策基準」 を発表 しました。(平 成7年7月7日 通商産業省告示第429号)

従来の基準の繊

・ユーザ基準

・システム管理者基準

・ソフ トウェア開発管理者基準

新墓準 の繊

・システムユーザ基準

・システム管理者基準

・ソフ トウェア供給者基準

・ネ ッ トワーク事業者基準

・システムサ ー ビス事業者基準

解説書の特長

各基準の1項 目ごとに①なぜ必要なのか,そ の理由や背景,② その基準について考えられる対策のポイント,

③基準 を実施するための具体的な方法などをわか りやす く解説。

価 格 一般2 ,200円 会員1,800円(税 込,送 料別

(会員 とは当協会の賛助会員 をいい ます。)

1部310円)

お申込み方法 書名,部 数,お 送 り先のご住所等を郵送またはFAXに てお送 りください。

お申込み先 〒105東 京都 港区芝公 園3-5-8機 械振興会館

財 日本情報処理開発協 会
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TELO3-3432-9384
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